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2　2006.4　広報いわで

岩出町の誕生から 50 年・・・岩出町の誕生から 50 年・・・

岩出の歴史・文化・自然をすべて受け継ぎ、岩出の歴史・文化・自然をすべて受け継ぎ、

和歌山県の新しい玄関都市和歌山県の新しい玄関都市

「岩出市」が誕生しました。「岩出市」が誕生しました。

4/1「岩出市」誕生
活力あふれるまち　ふれあいのまち



市
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　
　
　

岩
出
市
長　

中
芝　

正
幸

　

根
来
寺
が
桜
色
に
染
ま
り
、
希
望
に
夢
膨
ら
む
季

節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

住
民
の
皆
様
方
〝
待
望
〞
の
市
制
施
行
が
実
現
し
、

平
成
18
年
4
月
1
日
、「
岩
出
市
」
が
誕
生
い
た
し
ま

し
た
。

　

全
国
で
は
８
０
１
番
目
（
東
京
23
区
を
含
む
）、
県

内
で
は
9
番
目
の
市
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き

た
岩
出
の
歴
史
・
文
化
、
自
然
を
す
べ
て
引
き
継
ぎ
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
岩
出
市
の
礎
を
築
い
て
く
だ

さ
っ
た
先
人
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
と
お
力
添
え
の
賜

と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

顧
み
ま
す
と
、
昭
和
31
年
9
月
の
町
制
施
行
当
時

は
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
純
農
村
と
し

て
出
発
し
ま
し
た
が
、
昭
和
50
年
頃
か
ら
和
歌
山
市

や
泉
南
・
大
阪
都
市
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
人

口
増
加
が
始
ま
り
、
宅
地
開
発
や
商
業
施
設
の
進
出

と
と
も
に
都
市
化
が
進
展
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
行

政
と
し
て
も
多
種
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
、
都
市
基
盤
整
備
を
は
じ
め
、
福
祉
・
教
育
・

文
化
な
ど
の
公
共
施
設
の
充
実
を
図
り
、
住
民
の
皆

様
方
と
と
も
に
岩
出
の
ま
ち
を
創
り
あ
げ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

岩
出
市
誕
生
の
喜
び
を
皆
様
方
と
と
も
に
分
か
ち

合
え
た
こ
と
は
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
市
制
施
行

を
一
層
の
飛
躍
の
契
機
と
し
て
、
さ
ら
な
る
発
展
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
決
意
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
ど
お
り
住
民
の
皆
様
方
と
の
「
対
話
と
協
調
」
を

基
本
に
、
第
4
次
岩
出
町
長
期
総
合
計
画
を
見
直
し

た
「
第
1
次
岩
出
市
長
期
総
合
計
画
」
の
後
期
基
本

計
画
に
基
づ
く
実
施
計
画
を
効
率
的
・
計
画
的
に
推

進
し
、
ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
「
活
力
あ
ふ
れ
る
ま

ち 

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
」〝
緑
豊
か
な
住
環
境
と
歴
史

文
化
か
お
る
健
康
都
市 

い
わ
で
〞の
実
現
を
目
指
し
、

各
種
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。
主
な
事
業
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
と
、「
府
県
間
道
路
泉
佐
野
岩
出

線
の
4
車
線
化
整
備
」
及
び
「
京
奈
和
自
動
車
道
紀

北
西
道
路
の
整
備
促
進
」、「
岩
出
市
公
共
下
水
道
の

整
備
」
や
皆
さ
ん
が
待
ち
望
ん
だ
図
書
館
の
開
館
な

ど
、
都
市
基
盤
の
整
備
・
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
市

の
風
格
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
さ
ら
に
本
市
が
大
阪
側
か
ら
和
歌
山
に
至

る
入
口
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
将
来
は
関
西

国
際
空
港
の
臨
空
都
市
圏
と
し
て
の
発
展
も
秘
め
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
立
地
条
件
を
最
大
限
に
生
か

す
べ
く
、
和
歌
山
県
の
新
し
い
玄
関
都
市
（
ゲ
ー
ト

タ
ウ
ン
）
と
し
て
、
紀
北
地
域
と
泉
南
地
域
の
広
域

的
な
〝
ひ
と
・
経
済
・
文
化
〞
の
交
流
を
核
と
し
た

交
流
都
市
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を
迎
え
た
今
、
立
ち
止
ま

る
こ
と
な
く
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
進
ま
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
行
政
だ
け
の
力
で
は
ま
ち
の
将
来

像
に
到
底
た
ど
り
着
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
は
「
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
」
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。「
こ
の
ま
ち
を
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
ま
ち
に

し
よ
う
」
と
い
う
市
民
一
人
ひ
と
り
の
〝
市
民
の
力
〞

こ
そ
、
ま
ち
づ
く
り
の
原
動
力
で
あ
り
、
岩
出
市
の

輝
か
し
い
未
来
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
力
で

あ
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。
市
職
員
も
一
丸
と
な
っ
て

健
康
で
明
る
い
安
心
・
安
全
な
ま
ち
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
市
政
に
対
す

る
な
お
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、「
岩
出
市
」
の
誕
生
に
多
く
の
皆
様
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
厚
情
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
方
の
ご

健
康
・
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
ご
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議
長
あ
い
さ
つ

　
　
　
　

岩
出
市
議
会
議
長　

小
山　

清

　

岩
出
市
民
の
皆
様
に
は
、「
岩
出
市
」
の
誕
生
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
議
会
議
員
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
岩
出
の
新
時
代
の

幕
開
け
と
も
い
う
べ
き
市
制
施
行
に
あ
た
り
、
一
言

ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

　

半
世
紀
に
わ
た
る
岩
出
町
制
が
幕
を
閉
じ
、
我
が

ま
ち
岩
出
の
市
制
施
行
を
誇
り
に
思
う
と
き
、
改
め

て
岩
出
を
愛
し
て
く
れ
た
先
人
た
ち
、
議
会
議
員
の

諸
先
輩
方
、
住
民
の
皆
様
方
に
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。

　

住
民
の
永
年
の
念
願
で
ご
ざ
い
ま
し
た
市
制
施
行

が
つ
い
に
実
現
を
い
た
し
ま
し
た
。
岩
出
町
単
独
で

の
市
制
施
行
。
こ
の
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
ご
ざ
い

ま
す
。

　

平
成
の
大
合
併
が
推
進
さ
れ
る
中
、
和
歌
山
県
下

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
50
あ
っ
た
市
町
村
が
平
成

18
年
3
月
1
日
現
在
で
30
に
ま
で
減
少
い
た
し
ま
し

た
。
今
日
、
数
多
く
の
自
治
体
が
財
政
難
を
抱
え
、

行
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る
目
的
か
ら
、
他
市
町
村

と
の
合
併
が
協
議
・
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
岩
出

も
同
様
、
厳
し
い
財
政
事
情
に
変
わ
り
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
町
単
独
で
の
市
制
施
行
は
、
全
国
的
に
も

注
目
を
浴
び
て
お
り
、
多
く
の
町
村
か
ら
羨
望
の
ま

な
ざ
し
で
見
ら
れ
て
い
る
ま
ち
の
一
つ
だ
と
い
う
こ

と
が
言
え
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
時
代
に
あ
っ
て
、
市
町
村
が
自
ら
の

責
任
と
判
断
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
施
策
の
内
容
を
決

定
し
、
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
お
り
、

福
祉
・
環
境
な
ど
、
住
民
に
身
近
な
事
務
を
担
う
市

町
村
の
役
割
は
き
わ
め
て
重
要
度
を
増
し
て
き
て
い

ま
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
社
会
福
祉
の

充
実
、
地
球
規
模
で
深
刻
化
す
る
環
境
問
題
、
高
度

情
報
化
社
会
へ
の
対
応
、
教
育
文
化
の
振
興
、
さ
ら

に
は
都
市
基
盤
の
整
備
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
重
要
な
施
策
が
今
も
山
積
み
し
て
お
り
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
政
運
営
し
て
い
か
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

財
政
面
で
は
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
、
税
源
の

移
譲
は
あ
る
も
の
の
、
補
助
金
の
削
減
、
地
方
交
付

税
の
見
直
し
に
よ
り
、
財
政
状
況
は
今
後
ま
す
ま
す

厳
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
を
悲

観
的
に
考
え
ず
、
岩
出
市
の
行
財
政
改
革
の
ス
ピ
ー

ド
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
最
善
の
対
応
策
と
私
は

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
先
人
た
ち
が
岩
出
の
ま
ち
の
礎
を
築
き

上
げ
、
そ
の
成
果
が
市
制
施
行
と
い
う
「
花
」
を
咲

か
せ
た
よ
う
に
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
は
子
や
孫
の

豊
か
な
未
来
の
た
め
に
、
後
世
の
方
々
に
誇
っ
て
い

た
だ
け
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
市
民
・
議
会
・
行
政
が

力
を
合
わ
せ
て
進
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
市
議
会
議
員
も
、〝
市
民
の
代
表
者
〞
と
し

て
の
責
務
と
役
割
の
重
大
さ
を
深
く
自
覚
し
、
清
新

で
活
発
な
議
会
活
動
を
通
じ
て
、
よ
り
豊
か
で
、
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
の
推
進
に
最
大
限
の
努
力
を
傾

け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ

ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
岩
出
市
の
今
後
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、

市
民
の
皆
様
方
の
ご
健
康
ご
多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

3 広報いわで　2006.4



4　2006.4　広報いわで

　

昭
和
31
年
9
月
30
日
の
岩
出
町

誕
生
か
ら
50
年
・
・
・
。

　

半
世
紀
近
い
年
月
を
経
て
、
平

成
18
年
4
月
1
日
、
岩
出
町
は
待

望
の
「
岩
出
市
」
と
な
り
ま
し

た
。
本
市
の
誕
生
は
、
全
国
で
は

８
０
１
番
目
（
東
京
23
区
を
含

む
）、
県
内
で
は
9
番
目
の
市
と

な
り
ま
す
。

　

岩
出
町
役
場
も
4
月
1
日
か
ら

は
「
岩
出
市
役
所
」
と
一
新
し
、

市
と
し
て
風
格
あ
る
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
制
施
行
に
伴
い
ま
し
て
、
4

月
か
ら
は「
施
設
の
名
称
」や「
住

所
の
表
記
」が
変
更
と
な
り
、「
市
」

と
し
て
の
新
た
な
業
務
も
始
ま
り

ま
す
。
今
月
号
で
は
〝
主
な
変
更

点
〞
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

①
新
市
名
は
？

  
新
し
い
市
の
名
称
は
、「
岩
出

市
」
で
す
。

②
市
役
所
の
位
置
は
？

  

〒
６
４
９

６
２
９
２　

和
歌

山
県
岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地 

　

℡
０
７
３
６

62

２
１
４
１

③
岩
出
市
の
「
市
章
」、「
岩
出
市

の
花
・
木
・
鳥
」、「
岩
出
市
民

歌
」
は
？

•
市
の
花
・
木
・
鳥 

↓ 

市
の

花
は
「
さ
く
ら
」、木
は
「
う

ば
め
が
し
」、
鳥
は
「
う
ぐ

い
す
」

•
岩
出
市
民
歌 

↓ 

町
民
歌
の

歌
詞
・
作
曲
・
編
曲
を
そ
の

ま
ま
に
市
民
歌
と
い
た
し
ま

す
。

④
公
共
施
設
の
名
称
は
？

　

公
共
施
設
の
名
称
に「
岩
出
町
」

が
付
け
ら
れ
て
い
た
施
設
は
、
す

べ
て
「
岩
出
市
」
に
変
更
し
ま
す
。

（
例
）•岩

出
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー 

↓ 

岩
出
市
総
合
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

•
岩
出
町
民
総
合
体
育
館 

↓ 

岩
出
市
民
総
合
体
育
館

•
岩
出
町
立
岩
出
保
育
所 

↓ 

岩
出
市
立
岩
出
保
育
所
（
他

の
市
立
保
育
所
も
同
様
で

す
。）

•
岩
出
町
立
岩
出
小
学
校 

↓ 

岩
出
市
立
岩
出
小
学
校
（
他

の
市
立
小
学
校
・
中
学
校
も

同
様
で
す
。）

⑤
住
所
の
表
記
は
？

　

従
来
か
ら
の
「
那
賀
郡
岩
出
町

大
字
」
の
8
文
字
が
「
岩
出
市
」

に
な
り
、「
番
地
」
の
表
記
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

（
例
）和歌

山
県
那
賀
郡
岩
出
町
大
字

西
野
２
０
９
番
地

　
　
　
　
　
　

←

和
歌
山
県
岩
出
市
西
野
２
０
９

番
地

⑥
市
と
し
て
の
新
た
な
業
務
は
？

　

新
た
に
始
ま
る
業
務
と
し
て
は

「
福
祉
事
務
所
」
が
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

福
祉
事
務
所
は
、「
社
会
福
祉

法
」
に
基
づ
い
て
「
市
」
に
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
行
政
機

関
で
、生
活
保
護
、児
童
福
祉(

保

育
所
な
ど)

、母
子
福
祉
、障
害
者
、

高
齢
者
等
に
関
す
る
事
務
を
取
り

扱
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
県
が
行
っ
て
き
た
生

活
保
護
や
児
童
福
祉
・
知
的
障
害

者
福
祉
の
各
法
に
定
め
る
援
護
・

育
成
・
更
正
の
措
置
に
関
す
る
事

務
権
限
が
市
に
移
管
さ
れ
る
こ
と

で
事
務
手
続
き
等
の
時
間
短
縮
が

図
ら
れ
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
が
り
ま
す
。

岩
出
市
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

「岩出市」のデータ
面　積　38.50 ㎢
人　口　50,838 人（男24,442 人　女 26,396 人）
世帯数　17,789 世帯
※人口・世帯数は平成17年 10月 1日現在の国勢調査速報値

はがきで岩出市をPR 
　市制施行を記念して、はがき
に “岩出市誕生” の広告が印刷
された「エコーはがき」(1 枚
45 円 ) が 5月 1日から郵便局
で販売されます。全国の友人・
知人に住所の変更を伝える際に
ご利用下さい。

「市制施行証明書」を全戸に
配布しています

　市制施行証明書は、岩出町が「岩出市」となっ
たことを証明する証明書です。
　市内全戸に配布していますが、市役所・各地区
公民館等の公共施設窓口でも配布しています。
　各種変更手続きにご使用下さい。

みほん
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去
る
3
月
3
日
開
催
さ
れ
た
、

和
歌
山
県
議
会
に
お
い
て
「
町
を

市
と
す
る
処
分
に
つ
い
て
」
の
議

案
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、
3

月
6
日
、
那
賀
振
興
局
局
長
室
に

て
、
中
芝
町
長
は
、
堂
本
那
賀
振

興
局
長
か
ら
「
岩
出
町
」
を
「
岩

出
市
」
と
す
る
旨
の
指
令
書
を
受

理
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
3
月
17
日

付
け
の
官
報
に
お
い
て
、
総
務
大

臣
に
よ
る
告
示
が
行
わ
れ
、
こ
れ

に
よ
り
市
制
施
行
に
係
る
す
べ
て

の
手
続
き
が
完
了
し
、
平
成
18
年

4
月
1
日
、「
岩
出
市
」
の
誕
生

が
正
式
に
決
定
し
ま
し
た
。

◇市民憲章の内容と形式
　岩出市民であることの自覚と誇りをもって実行できる目標として、だれもが理
解できる内容にして下さい。
　形式は前文と本文にし、前文は岩出市のまちの特色を表し、本文は5項目程度
の簡易な標語形式とし、わかりやすい簡単な言葉を用いて下さい。（前文は 100
文字以内、本文は1項目 30字程度とします。）
◇応募資格
　岩出市民及び岩出市内の事業所、学校等に勤務、通学している人。
◇応募方法
○応募用紙は自由です。官製はがき、FAX、電子メールなど応募方法は問いません。
○応募は、ひとり、一点限りとします。
○応募用紙には、住所、氏名、年令、職業（学生・生徒は学校名、学年）及び電
話番号を明記して下さい。
◇応募・問い合わせ
〒649-6292　岩出市役所市長公室　TEL：62-2141　FAX：63-5229
電子メール：koushitsu@city.iwade.wakayama.jp
◇応募締切
平成18年 5月 19日㈮（当日消印有効）
◇選考の方法
 　応募作品の中から「岩出市市民憲章制定委員会」が優秀作品を選考し、決定
します。（一部を補作する場合があります。）
　優秀作品については、広報紙において発表するとともに、市民憲章策定後、記
念品を差し上げます。
◇作品の取り扱い
○応募作品に関する一切の権利は、岩出市に帰属し、作品はすべて返却しません。
○市民憲章を表示した「碑」を建立します。

岩出町民憲章
　私達は緑の山と紀の川の清流に育まれた岩出町の町民
であることに誇りをもち平和でより豊かな町をつくるた
めこの憲章を定めます

自然を大切にしきれいな町をつくりましょう
人を愛し助けあう笑顔の町をつくりましょう
健やかで生きがいをもつ町民になりましょう
教養を高め歴史と文化を愛する町民になりましょう
産業を盛んにし活力あふれる町づくりに努めましょう

　

平
成
18
年
4
月
1
日
「
岩
出
市
」
誕
生
の
記
念
す
べ
き
年
に
、
私

た
ち
の
岩
出
市
を
活
力
あ
ふ
れ
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち

に
す
る
た
め
、
す
べ
て
の
市
民
の
生
活
の
基
準
と
な
る
「
岩
出
市
市

民
憲
章
」
を
制
定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
憲
章
の
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
総
意
を
反
映
す
る
こ

と
が
大
切
な
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
民
憲
章
の
文
案
を
広
く

市
民
の
皆
様
方
か
ら
募
集
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

　

福
田　

文
彦
さ
ん(

岡
田)

　

当
選
者
の
皆
さ
ん
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
ご
応
募
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
「
岩
出
市
」
の
誕
生
が
正
式
に

決
定
さ
れ
た
こ
と
で
、
昨
年
実
施

し
ま
し
た
“
新
市
名
募
集
”
の
抽

選
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
市
名
を
「
岩
出
市
」
で
応
募

下
さ
っ
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で

名
付
け
親
大
賞
・
名
付
け
親
賞
に

当
選
さ
れ
た
の
は
次
の
方
々
で

す
。

•
名
付
け
親
大
賞
に
は
、

　

前
田　

捨
雄
さ
ん
（
境
谷
）

•
名
付
け
親
賞
に
は
、

　

山
本　

正
史
さ
ん
（
山
）

この1枚の紙が語るもの・・・
この指令書は単なる 1枚の紙
に過ぎませんが、この文書に
よって 50 年続いた岩出町が
幕を閉じ、岩出市の扉が開き
ました。
過去から未来へと続く「いわ
で」の歴史のなかで、市制施
行は 1つの通過点に過ぎませ
ん。しかし、町から市へと確
実にバトンタッチされたその
瞬間をこの 1枚の紙は、証言
しています。

「
岩
出
町
」
を
「
岩
出
市
」
と
す
る
旨
の

〝
指
令
書
〞
を
受
理

新
市
名
「
岩
出
市
」
の
〝
名
付
け
親
大
賞
〞

〝
名
付
け
親
賞
〞
決
ま
る
!!

市
民
憲
章
の
文
案
を
募
集
し
ま

市
民
憲
章
の
文
案
を
募
集
し
ま
すす
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【
子
ど
も
の
安
全
対
策
】

●
子
ど
も
を
犯
罪
被
害
か
ら
守
ろ

う
!

○
全
国
的
に
、
子
供
が
被
害
と
な

る
重
大
犯
罪
が
増
加
傾
向
に
あ

り
、
こ
の
種
の
犯
罪
の
前
兆
と

な
る
中
学
生
以
下
に
対
す
る
声

か
け
事
案
は
17
年
中
、
県
下
で

２
３
９
件
（
前
年
比
＋
１
２
２

件
＋
１
０
４
％
）
と
前
年
に
比

べ
て
倍
増
し
ま
し
た
。

○
岩
出
警
察
署
管
内
の
中
学
生
以

下
に
対
す
る
声
か
け
事
案
も
県

下
と
同
様
に
倍
増
し
27
件
（
前

年
比
＋
14
件
、
＋
１
０
８
％
）

が
発
生
し
て
お
り
注
意
が
必
要

で
す
。

○ 

犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め

に
子
供
と
一
緒
に
通
学
（
園
）

路
を
歩
き
、危
険
箇
所
の
把
握
、

声
を
か
け
ら
れ
た
場
合
の
対
応

方
法
や
「
き
し
ゅ
う
君
の
家
」

を
繰
り
返
し
教
え
て
あ
げ
て
下

さ
い
。

○ 

和
歌
山
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
に
「
子
ど
も
危
険
地
区
」

と
題
し
て
、
声
か
け
事
案
の
発

生
場
所
発
生
時
間
、
概
要
等
や

不
審
者
情
報
等
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
活
用
下
さ
い
。

■
子
ど
も
の
安
全
対
策

　
（
き
し
ゅ
う
君
の
５
つ
の
約
束
）

★ 

ひ
と
り
で
登
下
校
さ
せ
な
い
。

★ 
人
通
り
の
少
な
い
道
を
通
ら

な
い
。

★ 

知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い

か
な
い
。

★ 

見
知
ら
ぬ
人
の
車
に
は
絶
対

乗
ら
な
い
。

★ 

危
険
な
と
き
は
大
声
で
助
け

を
も
と
め
る
。
又
は
「
き
し
ゅ

う
君
の
家
」
等
に
逃
げ
込
む
。

【
乗
り
物
盗
防
止
対
策
】

●
あ
な
た
の
自
転
車
・
オ
ー
ト
バ

イ
が
危
な
い
!

○ 

岩
出
市
内
で
は
平
成
17
年

中
に
３
８
１
件
（
前
年
比
＋

１
０
７
件
、
＋
39
％
）
の
自
転

車
盗
及
び
オ
ー
ト
バ
イ
盗
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　

発
生
場
所
ワ
ー
ス
ト
1
は
JR
岩

出
駅
（
１
０
７
件
）
で
、
そ
の

他
に
も
オ
ー
ク
ワ
ミ
レ
ニ
ア
シ

テ
ィ
（
38
件
）
等
の
駐
輪
場
周

辺
で
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
が   

相
次
い
で
盗
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
盗
難
を
防
止
す
る
に
は

①
ワ
イ
ヤ
ー
錠
な
ど
で
二
重

ロ
ッ
ク
を
確
実
に
！
（
ツ
ー

ロ
ッ
ク
！
）
購
入
時
の
施
錠

だ
け
で
は
、
簡
単
に
盗
ま
れ

て
し
ま
い
ま
す
。
被
害
に
あ

わ
な
い
た
め
に
Ｕ
字
ロ
ッ
ク

や
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク
な
ど
の

補
助
錠
を
し
、
で
き
れ
ば
柱

な
ど
に
固
定
し
ま
し
ょ
う
。

②
路
上
等
に
放
置
せ
ず
に
、
駐

輪
場
等
の
所
定
の
場
所
に
置

く
！

　

駐
輪
場
等
の
所
定
の
場
所
に

整
然
と
置
い
て
い
る
と
、
犯

人
の
心
理
と
し
て
盗
み
に
く

い
も
の
で
す
。
逆
に
路
上
等

に
は
み
出
し
て
乱
雑
に
置
い

て
い
る
と
「
急
い
で
い
た
の

か
」、「
鍵
を
か
け
忘
れ
て
い

る
の
で
は
」
等
と
盗
み
や
す

い
と
感
じ
て
し
ま
う
も
の
で

す
。

　

自
転
車
は
、
駐
輪
場
に
整
然

と
置
き
ま
し
ょ
う
。

③
防
犯
登
録
、
記
名
等
を
す

る
！

　

購
入
時
に
は
、
防
犯
登
録
を

し
、
泥
除
け
に
は
ペ
ン
キ
等

で
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
記
載
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

に
よ
り
被
害
回
服
の
確
率
が

高
く
な
り
ま
す
。

　

自
分
の
移
動
手
段
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
の
手
で
愛
車
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

●
少
年
に
犯
罪
の
機
会
を
与
え
な

い
た
め
に

○
平
成
17
年
中
、
岩
出
警
察
署
が

自
転
車
盗
、
オ
ー
ト
バ
イ
等
に

よ
り
検
挙
し
た
22
名
は
全
て
が

少
年
で
し
た
。
こ
の
種
の
犯
罪

は
少
年
の
初
発
型
非
行
と
い
わ

れ
、
放
置
し
て
お
く
と
、
次
第

に
非
行
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

少
年
に
犯
罪
の
機
会
を
与
え
な

い
た
め
に
も
、
お
互
い
に
盗
難

防
止
（
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）
を
実
行

し
ま
し
ょ
う
。

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　

平
成
18
年
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
4
月
6
日
〜
4
月
15
日
ま

で
の
10
日
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

○
運
動
の
基
本
及
び
重
点
は

運
動
の
基
本

•
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

○
運
動
の
重
点

•
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

•
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

•
飲
酒
運
転
の
根
絶
で
す
。

岩
出
市
交
通
少
年
団
員

の
募
集
に
つ
い
て

○
岩
出
市
交
通
少
年
団
員
を
左
記

の
と
お
り
募
集
い
た
し
ま
す
。

1
、
学
習
内
容

　
　

警
察
官
等
に
よ
る
実
施
交
通

安
全
指
導
や
交
通
安
全
施
設
見

学
等

2
、
期
間

　
　

4
月
〜
翌
年
3
月

3
、
対
象

　

岩
出
市
に
在
住
す
る
原
則
と

し
て
小
学
4
年
生
か
ら
小
学
6

年
生
ま
で
の
児
童
で
、
積
極
的

に
学
び
、
一
年
間
継
続
し
て
参

加
で
き
る
方

4
、
申
込
期
限

　
　

平
成
18
年
4
月
21
日
㈮
ま
で

5
、
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
等

　
　

岩
出
市
役
所
総
務
課

　
　

岩
出
市
交
通
少
年
団
事
務
局

　
　
　

電
話　

62
ー
２
１
４
１

　
　
　
　
　
　
　

内
線
１
２
２

岩
出
警
察
署
通
信

〜
き
の
く
に
ワ
ン
ラ
イ
ト
＆
ツ
ー
ロ
ッ
ク
運
動
実
施
中
〜

3 月 7日卒団式が挙行されました
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○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

平
成
18
年
4
月
の
制
度
改
正
に

よ
り
、
市
町
村
が
責
任
主
体
と

な
っ
て
新
た
に
創
設
さ
れ
る
機
関

で
す
。
高
齢
者
が
住
み
な
れ
た
地

域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ

う
に
、
心
身
の
健
康
維
持
、
保

健
・
福
祉
・
医
療
の
向
上
、
生
活

の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を

包
括
的
に
行
う
中
核
機
関
と
し
て

設
置
さ
れ
ま
す
。
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
は
、
保
健
・
福
祉
・
介

護
の
専
門
家
が
一
体
と
な
っ
て
、

「
で
き
る
だ
け
介
護
状
態
に
な
ら

な
い
」「
状
態
を
悪
化
さ
せ
な
い
」

を
目
標
に
「
介
護
予
防
」
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域

の
医
療
機
関
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
・
老
人
ク
ラ
ブ
・
民
生
委
員

等
と
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
高
齢

者
の
生
活
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。
具
体
的
に
次
の
よ
う
な
機
能

を
持
っ
て
い
ま
す
。

①
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業

　

要
支
援
1
・
2
の
方
、
要
支
援
・

要
介
護
状
態
に
な
る
お
そ
れ
の
あ

る
方
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
等
を
行

い
ま
す
。

②
総
合
相
談
及
び
権
利
擁
護
事
業

　

本
人
や
家
族
等
か
ら
認
知
症
や

虐
待
等
の
様
々
な
相
談
を
受
け
、

サ
ー
ビ
ス
や
制
度
に
関
す
る
情
報

提
供
や
関
係
機
関
の
紹
介
を
し
ま

す
。

③
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業

　

地
域
で
介
護
に
携
わ
る
ケ
ア
マ

ネ
ジ
ャ
ー
の
指
導
・
相
談
を
し
ま

す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
4

月
1
日
か
ら
岩
出
市
役
所
庁
舎
内

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
要
介
護
認

定
を
申
請
し
要
支
援
1
・
2
と
認

定
さ
れ
た
方
、
最
近
体
が
弱
っ
て

生
活
し
づ
ら
く
な
っ
た
と
感
じ
る

方
、
そ
の
他
高
齢
者
に
関
す
る
相

談
が
あ
る
方
は
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

平
成
18
年
4
月
か
ら

新
し
い
介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
（
一
部
は
平
成
17
年
10
月
か
ら
施
行
済
み
）

新
た
に
創
設
さ
れ
た「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

に
つ
い
て
ご
案
内
し
ま
す
。

地域包括支援センター

全ての高齢者 要支援１・２と認定された方
要支援・要介護になるおそれのある方

情報提供・関係機
関の紹介

各種相談 ケアプラン作成の
依頼・申し込み

ケアプラン作成

地域のケアマネジャー
医療機関・関係機関等

各種相談・指導・連携
【介護保険に関する問い合わせ先】

保険年金課介護保険係
又は地域包括支援センター 

☎ 62 ー 2141

　

災
害
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
な

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
期
限
か

ら
一
年
を
経
過
し
て
も
納
付
し
な

い
場
合
は
、「
資
格
証
明
書
」
の

交
付
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「
資
格
証
明
書
」
の
交
付
を
受
け

る
と

一
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る

場
合
と
同
様
に
国
保
税
は
、
課

税
さ
れ
ま
す
。

二
、
医
療
費
の
全
額
を
自
費
で
支

払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

 

後
日
申
請
に
基
づ
き
国
保
か

ら
給
付
割
合
に
応
じ
て
払
い

戻
し
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
保
険
給
付
の
全

額
又
は
一
部
を
差
し
止
め
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
保
険

年
金
課
国
保
係
ま
で
納
税
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

国
保
税
を

国
保
税
を

滞
納
す
る
と

滞
納
す
る
と
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■
叙
勲
■

旭
日
単
光
章

（
故
）
喜
多
忠
治
氏
（
川
尻
）

　
（
故
）
喜
多
氏
は
、
昭
和
60
年

に
岩
出
町
議
会
議
員
選
挙
に
初
当

選
以
来
、
平
成
17
年
の
任
期
満
了

に
至
る
ま
で
の
5
期
連
続
20
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
そ
の
豊
か
な
経

験
と
手
腕
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
、

岩
出
町
政
の
枢
機
に
参
画
し
、
地

方
自
治
の
発
展
に
多
大
な
る
貢
献

を
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

誠
に
残
念
な
が
ら
、
平
成
17
年

11
月
21
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た

が
、
こ
の
度
こ
れ
ら
の
功
績
に
よ

り
叙
勲
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年
度

近
畿
体
育
指
導
委
員
協
議
会

功
労
者
表
彰

　

平
成
18
年
2
月
3
日
㈮
、
大
阪

府
立
青
少
年
会
館
に
お
い
て
、
平

成
17
年
度
近
畿
体
育
指
導
委
員
研

究
協
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
協
議
会
に
お
い
て
、

永
年
に
わ
た
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
・
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
た
長
尾 

武
氏
（
岩

出
町
体
育
指
導
委
員
）
が
功
労
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
以
降
印
鑑
登
録
を
さ
れ
た

方
に
は
、印
鑑
登
録
証
（
カ
ー
ド
）

を
お
渡
し
し
ま
す
。

◎
カ
ー
ド
に
な
る
と

　

代
理
人
に
よ
る
、
印
鑑
証
明
書

を
取
得
す
る
場
合
、
委
任
状
は
不

要
で
す
。

　

所
定
の
用
紙
に
、
必
要
事
項
を

記
入
し
、
カ
ー
ド
を
添
え
て
窓
口

に
出
す
こ
と
に
よ
り
、
印
鑑
証
明

書
が
取
得
で
き
ま
す
。

　

委
任
状
が
不
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
カ
ー
ド
は
大
切
に
保
管
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
現
在
の
印
鑑
登
録
手
帳

で
証
明
を
取
ら
れ
る
場
合
は
、
委

任
状
が
必
要
で
す
。

◎
既
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は

　

本
人
が
、
現
在
登
録
し
て
い
る

印
鑑
登
録
手
帳
、
認
印
及
び
本
人

確
認
が
で
き
る
書
類
（
運
転
免
許

証
・
保
険
証
・
各
種
医
療
受
給
者

証
等
）
を
市
民
課
ま
で
お
持
ち
い

た
だ
き
、
引
き
換
え
手
続
き
を
す

る
こ
と
に
よ
り
カ
ー
ド
を
お
渡
し

し
ま
す
。

　

な
お
、
本
人
が
役
所
に
来
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
は
、
代
理
で

の
引
き
換
え
が
可
能
で
す
。
代
理

で
の
引
き
換
え
を
希
望
の
方
は
、

登
録
者
が
書
い
た
印
鑑
登
録
証
引

き
換
え
委
任
状
、
現
在
登
録
し
て

い
る
印
鑑
登
録
手
帳
、
代
理
人
の

認
印
及
び
代
理
人
の
本
人
確
認
が

で
き
る
書
類
（
運
転
免
許
証
・
保

険
証
・
各
種
医
療
受
給
者
証
等
）

を
代
理
人
が
お
持
ち
い

た
だ
け
れ
ば
カ
ー
ド
に

交
換
し
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
等
に

つ
い
て
は
、
市
民
課

　

電
話
62

２
１
４
１

（
内
線
１
５
９
）
ま
で

印鑑登録引き換え委任状
代理人：住　所

   　　　氏　名

　　　　生年月日　明・大・昭・平　年　月　日

　私は、上記の者に印鑑登録証の受領の権限を委

任します。

平成　　年　　月　　日

登録者 : 住　所　岩出市

　　　　氏　名

　　　　生年月日　明・大・昭・平　年　月　日

登録印

平
成
18
年
4
月
か
ら

印
鑑
登
録
手
帳
が
カ
ー
ド
に
な
り
ま
す
。

第 5回
和歌山県市町村対抗
ジュニア駅伝競走大会
健闘第 9位

　2月 19 日㈰、第 5回和歌山県
市町村対抗ジュニア駅伝競走大
会が県下 32 市町村 38 チーム参
加のもと盛大に開催されました。
　岩出町は、町として最後の大
会参加となりましたが、1 時間
28 分 28 秒で、38 チーム中第 9
位という好成績を残すことが出
来ました。
　選手の皆さん、本当にお疲れ
様でした。来年からは岩出市と
して参加することになりますが、
今後もなお一層のご活躍を期待
いたします。

まちのホットな情報を届けます
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「
長
寿
を
喜
ぶ
み
ん
な
の

つ
ど
い
」
の
廃
止
に
つ
い
て

　

本
市
で
は
、
敬
老
行
事
と
し
て

4
月
に
「
長
寿
を
喜
ぶ
み
ん
な
の

つ
ど
い
」、
9
月
に
「
敬
老
会
」

を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

町
政
懇
談
会
や
敬
老
会
実
行
委
員

会
に
お
い
て
平
成
18
年
度
の
敬
老

事
業
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
た
だ

い
た
中
で
、「
長
寿
を
喜
ぶ
み
ん

な
の
つ
ど
い
」
と
「
敬
老
会
」
の

重
複
す
る
事
業
を
見
直
し
て
は
ど

う
か
と
の
ご
意
見
が
出
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
検
討
の
結
果
、「
長

寿
を
喜
ぶ
み
ん
な
の
つ
ど
い
」
と

「
敬
老
会
」
を
一
本
化
し
て
兼
ね

る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
考
え
、

本
年
度
か
ら
「
長
寿
を
喜
ぶ
み
ん

な
の
つ
ど
い
」
は
廃
止
す
る
こ
と

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
秋
に
は
引
き
続
き
「
敬

老
会
」
を
内
容
の
充
実
を
検
討
し

て
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理

解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ

　
　

福
祉
課

　
　

電
話
62
ー
２
１
４
１

自
治
会
等
振
興
助
成
金

に
つ
い
て

　

自
治
会
等
振
興
助
成
金
は
、
自

治
会
活
動
の
促
進
と
自
治
運
営
管

理
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

交
付
し
て
い
ま
す
が
、
本
年
1
月

か
ら
広
報
紙
や
チ
ラ
シ
等
の
配
布

方
法
を
、
区
・
自
治
会
を
通
じ
て

の
配
布
か
ら
、
各
戸
毎
の
ポ
ス
ト

等
へ
の
直
接
配
布
と
変
更
し
、区
・

自
治
会
の
方
々
の
職
務
軽
減
が
図

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か

ら
の
自
治
会
等
振
興
助
成
金
に
つ

き
ま
し
て
は
、
減
額
と
な
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

根
来
公
園
墓
地

公
園
部
供
用
開
始
に
つ
い
て

　

昨
年
10
月
に
墓
地
の
一
部
を
供

用
開
始
し
ま
し
た
根
来
公
園
墓
地

の
整
備
工
事
が
、
平
成
18
年
3
月

末
を
も
ち
ま
し
て
完
了
い
た
し
ま

し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
18
年
4

月
1
日
よ
り
公
園
部
分
の
供
用
を

開
始
し
ま
す
の
で
、
市
民
の
み
な

さ
ま
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
墓
地
使
用
者
の
募
集
に

つ
い
て
は
、
来
月
5
月
号
の
広
報

に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ

　
　

都
市
計
画
課

　
　

電
話
62
ー
２
１
４
１

市
長
の
交
際
費
に
つ
い
て

　

交
際
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
も
適
切
な
支
出
に
努
め
て
ま
い

り
ま
し
た
が
、
公
費
に
関
す
る
世

論
（
住
民
感
覚
）
を
含
め
て
社
会

情
勢
が
厳
し
く
な
る
中
、
市
制
施

行
を
機
会
と
し
て
、
第
三
次
行
政

改
革
大
網
に
基
づ
き
、
よ
り
一
層

の
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
た
め

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
告
別
式
で
の
樒

や
供
花
、
各
種
団
体
等
の
行
事
等

の
支
出
を
縮
小
し
て
執
行
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
た
、
5
月
（
4
月
分
の
交
際

費
）
か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て

公
表
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

市
長
公
室　

秘
書
係

年金受給者のみなさんへ
 （和歌山東社会保険事務所から）

　平成 18 年 4 月 1 日に岩出町が市
制施行し、新しく「岩出市」が誕生
します。
　これに伴い現在受給されている年
金に関する届書については、新しい
市名で送付すべきところですが、下
記の届書について住所変更のスケ
ジュールの関係上、旧の町名で送付
されることとなります。ご迷惑をお
かけしますがご理解とご協力の程よ
ろしくお願いします。

記
・現況届ー 4月生まれの方、5月生
まれの方については旧町名で送付と
なります。
6月生まれの方から新市名で送付さ
れます。
・特別支給の老齢厚生年金を受給し
ている 65歳到達者への裁定請求書
（ハガキ）ー昭和 16年 4月 2日生か
ら昭和 16 年 5 月 1 日生の方につい
ては旧町名で送付となります。
昭和 16 年 5 月 2 日以降生の方から
新市名で送付されます。
・その他ー 4月に送付するお知らせ
は、旧町名で送付されます。

和歌山社会保険事務局
（073 ー 421 ー 8603）
和歌山東社会保険事務所
（073 ー 474 ー 1800）

紀の川コミュニティバス
発着時刻の変更について

　4月 1 日から、岩出市と紀の川市
を巡回している、「紀の川コミュニ
ティバス」の、各バス停の発着時刻
を若干変更します。
 なお、新時刻表につきましては、市
役所及びバス車内に配置しています
ので、ご覧ください。
　総務部総務課 62 ー 2141

NEWS IWADE
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地
域
食
材
を
使
っ
た
「
伝
え
た

い
地
域
の
味
」
を
テ
ー
マ
に
、
2

月
22
日
㈬
岩
出
地
区
公
民
館
で

「
平
成
17
年
度
岩
出
町
生
活
研
究

グ
ル
ー
プ
協
議
会
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

各
グ
ル
ー
プ
で
は
、
地
域
で
生

産
さ
れ
た
米
や
農
産
物
を
地
域
で

消
費
す
る
「
地
場
生
産
・
地
場
消

費
」
運
動
を
推
進
し
、
料
理
や
加

工
品
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
こ

の
大
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
を

活
か
し
、
趣
向
を
凝
ら
し
た
創
作

料
理
や
伝
統
料
理
・
次
世
代
へ
と

伝
え
て
い
き
た
い
料
理
が
展
示
さ

れ
、
各
グ
ル
ー
プ
の
代
表
者
か
ら

出
展
さ
れ
た
料
理
の
工
夫
や
こ
だ

わ
り
に
つ
い
て
発
表
の
後
、
味
交

換
会
が
行
わ
れ
、
会
員
相
互
の
交

流
を
深
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
出

展
さ
れ
た
料
理
は
、
地
域
食
材
を

使
っ
た
「
伝
え
た
い
地
域
の
味
」

と
し
て
今
月
号
か
ら
一
品
ず
つ
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

去
る
3
月
5
日
㈰
「
心
の
ふ
れ

あ
い
と
健
康
」
を
テ
ー
マ
に
「
第

9
回
岩
出
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
と

「
第
14
回
公
民
館
フ
ェ
ア
ー
」
を

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
住
民
の
皆
様

に
地
域
福
祉
・
健
康
づ
く
り
へ
の

理
解
と
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く

こ
と
、
住
民
ど
う
し
の
交
流
を

図
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

屋
内
で
は
、
那
賀
消
防
組
合
に

よ
る
応
急
手
当
体
験
コ
ー
ナ
ー
・

防
災
グ
ッ
ズ
展
示
コ
ー
ナ
ー
、
郵

便
局
事
業
の
広
報
、
差
別
を
な
く

す
啓
発
作
文
・
ポ
ス
タ
ー
展
、
男

女
共
同
参
画
コ
ー
ナ
ー
等
が
行
わ

れ
、
屋
外
で
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ

た
こ
と
も
あ
り
那
賀
消
防
組
合
に

よ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
岩
出
警
察

署
に
よ
る
パ
ト
カ
ー
試
乗
な
ど
親

子
揃
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
も

多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
チ
ャ

リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
や
、
各
種
模
擬
店

が
並
び
、
３
，
３
０
０
人
の
親
子

連
れ
等
で
賑
わ
い
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
保
健
推
進
功
労
及

び
、
社
会
福
祉
事
業
等
に
寄
与
貢

献
さ
れ
ま
し
た
左
記
の
方
々
が
、

感
謝
状
・
表
彰
状
を
う
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
公
園
は
地
域
住
民
の
「
ふ

れ
あ
い
の
場
・
交
流
の
場
」
と
し

て
、
た
め
池
の
持
つ
多
面
的
機
能

を
活
用
し
、
自
然
観
察
会
・
レ
ク

レ
ー
シ
ョ
ン
等
に
利
用
す
る
事
を

目
的
と
し
て
お
り
、
去
る
2
月
25

日
に
東
坂
本
の
新
坂
ふ
れ
あ
い
公

園
に
お
い
て
、
新
坂
ふ
れ
あ
い
公

園
管
理
運
営
委
員
会
、
新
坂
青
少

年
育
成
町
民
会
議
、
み
ど
り
の
少

年
団
、
地
元
東
坂
本
区
、
新
田
広

芝
区
、緑
化
推
進
委
員
会
委
員
他
、

多
数
の
皆
様
の
ご
参
加
に
よ
る
植

裁
が
行
わ
れ
、
桜
、
ウ
バ
メ
ガ
シ

等
、
計
76
本
の
植
裁
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
協
議
会
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
坂
ふ
れ
あ
い
公
園
オ
ー
プ
ン〝
記
念
植
樹
〞

岩
出
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
・
公
民
館
フ
ェ
ア
ー

　

〜
盛
大
に
開
催
!!
〜

分　　類 氏　　名

医 師 泉 谷 一 裕
伊 藤 　 博

医療法人　博文会　理事長 児 玉 フ ミ

保 健 推 進 員
淺 井 德 子
井 谷 江津子
橋 久 子

母 子 保 健 推 進 員 鳥 羽 ひとみ
増 田 一 代

町長感謝
保健推進功労者 順不同・敬称略

団　体　名 氏　　名

民生児童委員協議会
上 野 源 一
道 本 健 一
岡 上 哲 雄

町社会福祉協議会々長表彰
社会福祉事業奉仕者 順不同・敬称略

団　体　名 氏　　名
老 人 ク ラ ブ 連 合 会 森 田 由 廣
遺 族 連 合 会 竹 田 義 己

ボランティア連絡協議会 齋 藤 美智子
巽 　 志満子

更 正 保 護 女 性 会 久 保 憲 己
赤 十 字 奉 仕 団 坂 口 秋 枝

皆 楽 園 幡 井 ミチ子
高以良 洋 子

社会福祉施設、団体等従事者 順不同・敬称略

団　体　名 氏　　名
岩 出 療 育 園 青 木 匡 世

永年勤続功労者 敬称略

団　体　名 氏　　名
社団法人　和歌山県歯科医師会　会長 中 谷 譲 二
株式会社エニシル 　代表取締役 冨 田 幸 男
岩出ロータリークラブ　会長 長 濵 順 三

小 倉 佐知子

町社会福祉協議会々長感謝
社会福祉事業協助者 順不同・敬称略
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ス
ポ
ー
ツ

主
な
大
会
結
果

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

第
23
回
会
長
杯
争
奪

中
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時 

平
成
18
年
2
月
5
日
㈰

○
場
所 

湯
浅
中
学
校
体
育
館

○
結
果

﹇
男
子
の
部
﹈

 

優
勝 

岩
出
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
山

東
俊
介
・
尾
方
裕
樹
・
青
木
誠
弥
・
平

野
統
永
・
川
添
瞬
）

﹇
女
子
の
部
﹈

 

３
位 

岩
出
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
（
中

本
直
子
・
福
岡
美
幸
・
塩
谷
久
美
子
・

村
中
嵯
央
吏
・
久
保
真
利
）

第
23
回
会
長
杯
争
奪
和
歌
山
県

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

○
日
時 

平
成
18
年
2
月
5
日
㈰

○
場
所 

広
川
町
体
育
館

○
結
果

﹇
男
子
の
部
﹈

3
位 

岩
出
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A
（
橘

佳
亮
・
山
本
昂
太
郎
・
酒
井
祥
平
・
岡

村
拓
路
）

﹇
低
学
年
女
子
の
部
﹈

3
位 

岩
出
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
A
（
尾

方
里
美
・
茶
谷
麻
彩
・
中
野
早
希
・
三

好
加
奈
子
・
亀
田
麻
友
）

和
歌
山
県
ペ
タ
ン
ク
交
流
大
会

２
０
０
５
（
日
本
ペ
タ
ン
ク
協
会
ラ
ン

キ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
指
定
大
会
）

○
日
時 

平
成
18
年
1
月
22
日
㈰

○
場
所 

海
南
市
民
グ
ラ
ン
ド

○
結
果

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
部
（
ト
リ
プ
ル
）

　

第
3
位　

上
野
滿
智
子
・
武
田
弘
・

　
　
　
　
　

藤
田
妙
子

　

エ
ン
ジ
ョ
イ
の
部
（
ト
リ
プ
ル
）

　

第
3
位　

辻
内
曙
・
酒
井
美
佐
子
・

　
　
　
　
　

吉
村
皐
月

第
15
回
春
の
全
国
小
学
生

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選
手
権

和
歌
山
県
大
会
Ｇ
Ｅ
Ｓ
カ
ッ
プ

○
日
時 

平
成
18
年
2
月
12
日
㈰

○
場
所 

和
歌
山
県
立
体
育
館

○
結
果

　

優
勝 

岩
出
ガ
メ
ラ
ー
ズ
Ｓ
Ｐ

※
岩
出
ガ
メ
ラ
ー
ズ
Ｓ
Ｐ
は
、
3
月
4

日
㈯
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
へ
出
場

 

　地震による木造住宅の倒壊を防止し市民の生命と財
産を守るため、昭和 56 年 5 月 31 日以前に建設された、
いわゆる旧基準木造住宅の耐震診断と耐震改修を促進
することを目的としています。
　この事業は、旧耐震基準に基づいて建設された住宅
の所有者に対し、市が耐震診断士を派遣し、その結果、
耐震性が劣る住宅の所有者が耐震改修を行う場合に、
改修費を補助する事業です。
　なお、実施年度は平成 16 年度から平成 20 年度の 5
年間の予定です。
補助対象限度額（1棟あたり）
◎耐震診断の場合
　個人負担 なし
◎耐震改修の場合
　耐震改修工事費部分
　補助額 3 分の 2　60 万円限度
　個人負担 あり
平成 18 年度予定件数
　耐震診断 60 件
　耐震改修   5 件
受付期間
○申請件数の都合により随時
補助対象建物
○岩出市内に存する民間のもの
○昭和 56 年 5 月 31 日以前に着工された木造住宅で地
上階数が 2階以下でかつ延べ面積が 200 ㎡以下のもの
（別途市の要綱に定める）
 申請方法等詳しくは、都市計画課までお問い合わせく
ださい。 電話 62 － 2141 内線 224

木造住宅の
耐震診断、耐震改修
補助のお知らせ

米米やや
地域地域のの食材食材
をを使使ったった
料理料理

～岩出町生活研究グループ協議会大会

　　　　　　に出展された料理から～

今月は、もち米を使った「山菜入りちまき」をご紹介します。
［料理のいわれ、特徴］
 　もち米をもち以外に利用したいと考えました。

さなえグループ

料理名 山菜入りちまき グループ名 さなえグループ

【材料】（4人分）

もち米‥‥‥‥‥‥‥3合
干し椎茸‥‥‥‥‥‥2枚
水煮竹の子‥‥‥‥‥2本
水煮わらび‥‥‥‥‥5本
水煮ふき‥‥‥‥‥‥3本
豚肉 (肩 ) ‥‥‥‥ 300g
鶏ガラスープ‥‥ 200cc
調味料
　しょう油‥‥‥大さじ 2
　酒‥‥‥‥‥‥小さじ 2
　砂糖‥‥‥‥‥小さじ 1
　塩・コショウ‥‥ 少々
油‥‥‥‥‥‥‥‥ 少々

【作り方】

①　もち米は洗って 2時間位水につけ、ザルに上げて水
気を切る。

②　水で戻した干し椎茸は、1㎝弱のさいの目切り、竹
の子、わらび、ふきも同様に切っておく。

③　鍋でサラダ油を熱し、②と 1㎝の角切りにした豚肉
を入れて炒め、鶏ガラスープと調味料を加えて汁気
がなくなるまで炒め蒸しにする。

④　①と③をパットに入れて混ぜ、湯気の上がった蒸し
器に入れ、強火で 20分間蒸す。

⑤　④を小分けして竹の皮で巻き、食べる直前に強火で
蒸す。
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去
る
3
月
12
日
㈰
、
平
成
18
年

4
月
・
市
制
施
行
記
念
「
第
29
回

岩
出
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
が
開
催

さ
れ
、
一
四
〇
三
名
の
ラ
ン
ナ
ー

が
早
春
の
根
来
寺
を
快
走
し
ま
し

た
。

　

健
脚
を
競
い
合
う
各
種
目
で
の

熱
き
闘
い
が
演
じ
ら
れ
る
一
方
、

マ
イ
ペ
ー
ス
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し

む
方
や
家
族
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し

む
方
々
の
姿
も
今
大
会
を
一
層
盛

り
上
げ
ま
し
た
。

　

な
お
、
大
会
で
の
各
種
目
別
入

賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
小
学
生
３
㎞

•
男
子
（
小
学
1
・
2
年
生
）
の
部

1
位　

上
月　

大
地
（
泉
南
市
）

2
位　

福
田　

史
哉
（
泉
南
市
）

3
位　

土
井　

良
真
（
和
歌
山
市
）

4
位　

川
崎　

健
太
（
岩
出
町
）

5
位　

明
神　

皓
平
（
岩
出
町
）

6
位　

畑
山　

杏
佑
（
岩
出
町
）

•
男
子
（
小
学
3
・
4
年
生
）
の
部

1
位　

浜
中　

啓
輔
（
御
坊
市
）

2
位　

谷
村　

浩
杜
（
和
歌
山
市
）

3
位　

家
永　

知
生
（
紀
の
川
市
）

4
位　

野
上　
　

徹
（
岩
出
町
） 

5
位　

狹
間　

悠
冶
（
岩
出
町
）

6
位　

松
見　

隆
平
（
岩
出
町
）

•
男
子
（
小
学
5
・
6
年
生
）
の
部

1
位　

潰
滝　

大
記
（
紀
の
川
市
）

2
位　

仁
坂　

健
一
（
和
歌
山
市
）

3
位　

田
林　

希
望
（
岩
出
町
）

4
位　

中
谷　

有
紀
（
岩
出
町
）

5
位　

新
家　

佑
城
（
岩
出
町
）

6
位　

片
井　

雅
也
（
岩
出
町
）

•
女
子
（
小
学
1
・
2
年
生
）
の
部

1
位　

浜
中
佑
里
那
（
御
坊
市
）

2
位　

上
野
山
妃
菜
（
岩
出
町
）

3
位　

稲
津　

知
佳
（
岩
出
町
）

4
位　

石
井
ま
ど
か
（
岩
出
町
）

5
位　

小
栗
実
咲
希
（
岩
出
町
）

6
位　

金
田　

真
奈
（
紀
の
川
市
）

•
女
子
（
小
学
3
・
4
年
生
）
の
部

1
位　

新
宅　

由
佳
（
紀
の
川
市
）

2
位　

越
田　

陽
菜
（
紀
の
川
市
）

3
位　

松
本　

友
芽
（
岩
出
町
）

4
位　

住
谷
は
る
か
（
岩
出
町
）

5
位　

松
本　

理
那
（
御
坊
市
）

6
位　

細
峪　

由
麻
（
紀
美
野
町
）

•
女
子
（
小
学
5
・
6
年
生
）
の
部

1
位　

杉
山　

雅
美
（
岩
出
町
）

2
位　

才
力　

礼
佳
（
海
南
市
）

3
位　

児
玉　

知
穂
（
岩
出
町
）

4
位　

上
床　
　

稀
（
岩
出
町
）

5
位　

東　
　

紗
希
（
美
浜
町
）

6
位　

狹
間　

加
奈
（
岩
出
町
）

◎
一
般
５
㎞

•
男
子
（
中
学
生
〜
34
歳
）
の
部

1
位　

柏
木　

直
也
（
岩
出
町
）

2
位　

阪
本　

将
太
（
岩
出
町
）

3
位　

中
江
祐
太
郎
（
和
歌
山
市
）

4
位　

東
口　

佳
憲
（
和
歌
山
市
）

5
位　

山
本　

哲
広
（
岩
出
町
）

6
位　

中
谷　

勇
介
（
岩
出
町
）

•
男
子
（
35
歳
〜
49
歳
）
の
部

1
位　

出
口　

守
男
（
白
浜
町
）

2
位　

平
井　

賢
一
（
岩
出
町
）

3
位　

中　
　

敏
紀
（
和
歌
山
市
）

4
位　

丸
橋　
　

亘
（
岩
出
町
）

5
位　

長
野　

圭
司
（
大
阪
市
）

6
位　

宇
田　

康
久
（
和
歌
山
市
）

•
男
子
（
50
歳
以
上
）
の
部

1
位　

安
部　

誠
治
（
岩
出
町
）

2
位　

宮
下　
　

正
（
和
歌
山
市
）

3
位　

堀
内　

一
彦
（
紀
の
川
市
）

4
位　

津
村　

好
孝
（
和
歌
山
市
）

5
位　

鶴
田　

秀
実
（
岩
出
町
）

6
位　

古
田　

文
也
（
有
田
川
町
）

•
女
子
（
中
学
生
〜
34
歳
）
の
部

1
位　

富
安　

浩
子
（
岩
出
町
）

2
位　

井
ノ
上
紗
弓
（
紀
の
川
市
）

3
位　

寺
岡　

奈
採
（
岩
出
町
）

4
位　

桑
畑　

尚
代
（
岩
出
町
）

5
位　

稲
垣　

麻
実
（
岩
出
町
）

6
位　

平
井　

結
唯
（
紀
の
川
市
）

•
女
子
（
35
歳
〜
49
歳
）
の
部

1
位　

栄
土　

祐
子
（
日
高
町
）

2
位　

田
中
美
知
子
（
高
野
口
町
）

3
位　

新
宅　

亜
紀
（
紀
の
川
市
）

4
位　

津
山
弓
美
子
（
岩
出
町
）

5
位　

福
浦　

紀
子
（
大
阪
市
）

6
位　

牧
野
美
佐
代
（
和
歌
山
市
）

•
女
子
（
50
歳
以
上
）
の
部

1
位　

更
井
ヤ
ス
代
（
紀
の
川
市
）

2
位　

岸
本　

順
子
（
和
歌
山
市
）

3
位　

木
村　

由
紀
（
和
歌
山
市
）

4
位　

佐
藤
サ
ヨ
子
（
海
南
市
）

5
位　

浜
砂
え
り
子
（
岩
出
町
）

6
位　

安
部
由
利
子
（
岩
出
町
）

◎
一
般
15
㎞

•
男
子
（
高
校
生
〜
34
歳
）
の
部

1
位　

森
岡　
　

修
（
和
歌
山
市
）

2
位　

入
学　

遼
治
（
岩
出
町
）

3
位　

浦
中　

利
光
（
高
野
町
）

4
位　

吉
川　

佑
輝
（
岩
出
町
）

5
位　

長
島　

和
幸
（
和
歌
山
市
）

6
位　

岩
井　

佑
真
（
海
南
市
）

•
男
子
（
35
歳
〜
49
歳
）
の
部

1
位　

山
本　
　

満
（
海
南
市
）

2
位　

山
本　

雅
文
（
橋
本
市
）

3
位　

下
田　

洋
彰
（
熊
取
町
）

4
位　

窪
田　

裕
一
（
和
歌
山
市
）

5
位　

三
浦　

秀
紀
（
紀
の
川
市
）

6
位　

片
井　

正
之
（
岩
出
町
）

•
男
子
（
50
歳
以
上
）
の
部

1
位　

升
田　
　

昭
（
泉
佐
野
市
）

2
位　

安
井　
　

誠
（
和
歌
山
市
）

3
位　

佐
藤　

敏
幸
（
岩
出
町
）

4
位　

成
瀬　

悟
司
（
広
川
町
）

5
位　

山
口　

昌
孝
（
大
阪
市
）

6
位　

柴
垣　

義
幸
（
橋
本
市
）

•
女
子
（
高
校
生
〜
34
歳
）
の
部

1
位　

富
安　

恵
子
（
岩
出
町
）

2
位　

井
口
え
い
子
（
海
南
市
）

3
位　

中
島
千
賀
子
（
和
歌
山
市
）

4
位　

森
山　

和
枝
（
和
歌
山
市
）

5
位　

門
田　

知
左
（
岬　

町
）

6
位　

伊
藤　

和
美
（
大
阪
市
）

•
女
子
（
35
歳
〜
49
歳
）
の
部

1
位　

小
川　

裕
子
（
東
大
阪
市
）

2
位　

津
村　

孝
子
（
和
歌
山
市
）

3
位　

西
田
一
二
三
（
宇
陀
市
）

4
位　

山
本　

千
恵
（
海
南
市
）

5
位　

堀　

美
枝
子
（
吉
野
町
）

6
位　

上
北
三
哉
子
（
紀
の
川
市
）

•
女
子
（
50
歳
以
上
）
の
部

1
位　

東　

恵
美
子
（
大
阪
市
）

2
位　

伊
藤　

芳
恵
（
王
寺
町
）

3
位　

坂
上
佐
和
子
（
和
歌
山
市
）

4
位　

柑
本
美
紀
代
（
紀
の
川
市
）

大 会 結 果

第 29回
岩出マラソン大会岩出マラソン大会

NEWS IWADE
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一
斉
防
除
の
お
知
ら
せ

　

毎
年
、
7
月
上
旬
に
、
一
斉
防

除
と
し
て
、
希
望
さ
れ
る
各
家
庭

に
、
市
よ
り
配
布
し
た
薬
剤
を
散

布
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
の
一
斉
防
除
の
薬
剤
の
申

し
込
み
、
実
施
日
に
つ
き
ま
し
て

は
、
区
・
自
治
会
代
表
者
等
を
通

じ
て
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
の

で
、
そ
の
際
に
は
、
皆
さ
ま
方
の

ご
協
力
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
18
年
度 

浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
補
助
金
申
請
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

19
年
３
月
31
日
の
間
に
浄
化
槽
を

設
置
さ
れ
る
方
（
公
共
下
水
道
事

業
認
可
区
域
は
除
く
）
に
補
助
金

申
請
の
募
集
を
し
ま
す
。

○
応
募
期
間

平
成
18
年
４
月
10
日
㈪
〜

平
成
18
年
５
月
31
日
㈬

※
応
募
方
法
等
詳
し
く
は
、
生
活
環

境
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

指
定
ご
み
袋
に
関
す
る

取
り
扱
い
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）

　

 

「
岩
出
町
指
定
」
と
表
示
さ
れ

て
い
る
ご
み
袋
に
つ
い
て
、
岩
出

市
と
な
り
ま
し
て
も
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
引
き
続
き
ご
使
用
い
た
だ

け
ま
す
。

　

狂
犬
病
予
防
接
種
は
、
毎
年
一

回
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
18
年
度

狂
犬
病
予
防
接
種
の
定
期
集
合
注

射
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
飼
い
犬
で
生
後
91
日
以

上
の
全
て
の
犬
は
、
生
涯
一
回
の

登
録
が
必
要
で
す
の
で
、
登
録
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に

登
録
し
て
い
た
だ
く
よ
う
併
せ
て

お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課

　
　

内
線
１
８
５
・
１
８
６

狂 犬 病 予 防 注 射 手 数 料 2,570 円
注 射 済 票 交 付 手 数 料 550 円
犬 の 新 規 登 録 手 数 料 3,000 円
合 計（ 犬 １ 頭 に つ き ） 6,120 円

蓄犬登録・狂犬病予防接種手数料

※ただし、狂犬病予防注射のみの場合　3,120 円

4 月 25 日㈫
根来地区公民館 9:30 ～ 10:40
東 児 童 公 園
（ 西 国 分 ） 11:00 ～ 12:00
上岩出地区公民館 13:30 ～ 15:00

4 月 26 日㈬
山崎地区公民館 9:30 ～ 10:40
鴨沼団地集会所 11:00 ～ 12:00
紀泉台地区公民館 13:30 ～ 15:00

4 月 27 日㈭
岩出市民総合体育館 9:30 ～ 10:40
船山地区公民館 11:00 ～ 12:00
岩出地区公民館 13:30 ～ 15:00

蓄犬登録・狂犬病予防接種手数料

犬の狂犬病予防接種と
犬の新規登録のお知らせ

　平成18年度

みんなでつくろう！ごみのない町・きれいな町

　平成 18 年 4 月 1 日より岩出ク
リーンセンターに廃棄物を自己搬入
する場合は、「持ち込みごみ申請書」
への記入とあわせて、「免許証等住
所確認ができる証明書」による住所
の確認を実施しますので、ご理解と
ご協力をお願いいたします。

4 月
の不燃物と
資源ごみの
回収予定日

回収区域 不燃物（カン・ビン類） 資源ごみ

県道泉佐野岩出線
東側地域

4月 5日
19日

毎週金曜日

県道泉佐野岩出線
西側地域

4月 12日
26日

毎週木曜日

生活環境
のページ

みんなでつくろう　ごみのないまち　きれいなまち

問い合わせ　生 活 環 境 課　62-2141
　　　　　　クリーンセンター　62-0814
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　ご希望のある方は、別紙収集申出書に記入のうえ、4 月 17 日までに、区・自治会等代
表者に提出して下さい。
　後日、代表者を通じて収集日程表及び貼付シールを配布させていただきます。
　なお、収集は、区・自治会等で指定された粗大ごみ収集場所において実施しますので、
下記の事項に注意して出して下さい。（個別回収はおこなっておりません。）

記
＊お願い
⒈必ずシールに排出者の氏名を記入し、粗大ごみに貼付して出して下さい。シールの貼
付のない物は収集致しませんので、ご注意下さい。
⒉歩行者、自動車等交通の妨げとならないよう、また、危険（ごみが飛んだり、倒れたり）
のないようにして出して下さい。

⒊大型ごみで、こわせるものはできるだけ小さくしてください。また、カーペット類、
布団類等は紐などで束ね、小物類は袋や箱にまとめて入れて出して下さい。

⒋ごみは収集日前日の午後 3時以降（当日午前 8時まで）に指定された場所に出して下
さい。
⒌必ず、燃えるごみと燃えないごみに区分けして出して下さい。
⒍事業系粗大ごみは収集いたしません。

＊注意事項
  家庭からでる粗大ごみで収集できないもの
　家電リサイクル対象品（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン）、単車、自動車の部品、
農機具、農業に使用するもの（畦シート・ビニールハウスの部材・消毒用器材、一輪車等）、
ピアノ、オルガン、エレクトーン、爆発性のあるもの（ガスボンベ、消火器、バッテリー）、
引火性・有毒性のあるもの（薬品・灯油・ペンキ・油類等）、建築廃材等の産業廃棄物、
太陽熱温水器、電気温水器、ドラム缶、タイヤ、コンクリート製品類（コンクリート付
物干し台・ブロック・レンガ・瓦・ガレキ等）、灰、燃え殻等

  粗大ごみで収集できないものについて
　年 2回「一般家庭から出る適正処理困難廃棄物」として、有料で直接専門業者が回収
する機会を設定し、広報誌で回収日時、主な引き取り品目、処理費用等のお知らせをい
たします。
　引き取り品目に明示されていないその他の廃棄物については、「一般家庭から出る適正
処理困難廃棄物」回収日当日、現地でご相談ください。

お問い合わせ先　生活福祉部　生活環境課

第1回 粗大ごみ収集実施についておしらせ

キ

リ

ト

リ

線
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◎この用紙を切り離して区・自治会等代表者に提出してください。

代表者控用

区・自治会等代表者様 平成　　年　　月　　日

粗大ごみ収集依頼申出書
下記のとおり収集願います。

記

区・自治会等　　　　　　　　　　（　　班）

住　所　岩出市

氏　名　　　　　　　　　　　　　　㊞

（℡　　　－　　　　　　）

１．収集品目
　　　　　　⑴　家電製品　　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　⑵　家具類　　　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　⑶　自転車　　　　　　　　　　　　　　　　　　台

　　　　　　⑷　ふとん・カーペット類　　　　　　　　　　　枚

　　　　　　⑸　その他　　　　　　　　（品目を記入すること）

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　個

　　　　　　　　　　　合計（　　　　　　　　）個

注）家電リサイクル法の対象品目（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・エアコン）は、粗大ごみとして収
集することはできません。

◎集積場所　　区自治会が指定した場所

キ

リ

ト

リ

線

キ

リ

ト

リ

線
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ん
・
風
し
ん
予
防
接
種
の
い
ず
れ

も
接
種
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
平

成
18
年
4
月
か
ら
麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン
1
期
を
接
種
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
1
期
の
接
種

期
間
は
、
1
〜
2
歳
未
満
の
1
年

間
で
す
。

　

現
在
お
持
ち
の
無
料
券
を
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
無
料

券
と
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
予
診
票
に
つ
き
ま
し
て
は
、
岩

出
市
と
紀
の
川
市
の
指
定
医
療
機

関
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
4

月
1
日
以
降
で
指
定
医
療
機
関
に

予
約
の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

☆
す
で
に
麻
し
ん
、
風
し
ん
予
防

接
種
の
い
ず
れ
か
一
方
の
み
接
種

さ
れ
、
平
成
18
年
4
月
以
降
に
も

う
一
方
の
予
防
接
種
を
予
定
さ
れ

る
方
へ

　

任
意
接
種
と
な
り
申
請
が
必
要

で
す
の
で
、
4
月
3
日
以
降
に
母

子
健
康
手
帳
を
持
参
し
、
岩
出
市

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

保
健

推
進
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（
平
成
12
年
4
月
2
日
〜
平
成
16

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方
）

☆
麻
し
ん
、
風
し
ん
予
防
接
種
を

両
方
と
も
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方

は
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

2
期
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
2
期

の
接
種
期
間
は
、
5
〜
7
歳
未
満

で
小
学
校
就
学
前
の
一
年
間
で

す
。

　

現
在
お
持
ち
の
無
料
券
を
麻
し

ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
の
無
料

券
と
し
て
使
用
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン

の
予
診
票
に
つ
い
て
は
、
岩
出
市

と
紀
の
川
市
の
指
定
医
療
機
関
に

用
意
し
て
お
り
ま
す
。

　

接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
4

月
1
日
以
降
で
指
定
医
療
機
関
に

予
約
の
う
え
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

　

ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
保
健
推
進
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

月 日 曜 歯科医師名 住所（診） TEL（診）

4　

月

2 日 お ち 歯 科 岩出市中島 601-4 61-7322
9 日 松本歯科医院 紀の川市桃山町調月 161 66-0206
16 日 山本歯科矯正 紀の川市貴志川町北山379 64-3014
23 日 中西歯科医院 紀の川市打田 169-2 78-2233
29 土 谷口歯科医院 紀の川市名手市場 252-3 75-4467
30 日 たかぎ歯科医院 岩出市水栖 11-10 63-0416

診療時間は、午前 10時から 12 時までと
午後1時から 4時までです。
※受診の際は、電話等で確認のうえ御来院ください。
※当番医が急に変更となる場合がありますので、電話が通
じないときは消防署（61-1791・61-0119）にお問い合
わせください。

日曜・祝日の日曜・祝日の
休日歯科診療のお知らせ休日歯科診療のお知らせ

休日歯科急患当番表休日歯科急患当番表 那賀歯科医師会

総合保健福祉センター

保健推進課

TEL 61-2400

麻
し
ん
風
し
ん

混
合
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
に
つ
い
て

（
平
成
16
年
4
月
2
日
〜
平
成
17

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
へ
）

　

平
成
18
年
3
月
ま
で
に
麻
し

保健推進
だより



平成18年4月 平成18年 5月 両月とも
事業名 実施日 内容 実施日 内容 受付時間 場所

乳
幼
児
健
康
診
査

4か月児
24日㈪

H17 年 12 月生まれ
22日㈪

H18 年 1 月生まれ 13:00 ～ 13:15

総

合

保

健

福

祉

セ

ン

タ

ー

25日㈫ 23日㈫

7か月児
18日㈫

H17 年 9 月生まれ
16日㈫

H17 年 10 月生まれ 13:00 ～ 13:15
19日㈬ 17日㈬

1歳8か月児
11日㈫

H16 年 8 月生まれ
9日㈫

H16 年 9 月生まれ 13:00 ～ 13:15
12日㈬ 10日㈬

3歳6か月児
14日㈮

H14 年 9 月生まれ
12日㈮

H14 年 10 月生まれ 13:00 ～ 13:30
21日㈮ 19日㈮

乳
幼
児
健
康
相
談

10か月児
11日㈫

H17 年 5 月生まれ
9日㈫

H17 年 6 月生まれ 9:00 ～ 9:30
12日㈬ 10日㈬

2歳6か月児
14日㈮

H15 年 9 月生まれ
12日㈮

H15 年 10 月生まれ 9:00 ～ 9:30
21日㈮ 19日㈮

パパママ教室
（妊婦教室）

17日㈪
歯の健康について
妊娠中の栄養について
絵本の読み聞かせについて

18日㈭
沐浴実習
産後うつについて
子どもの心を育てるために

13:15 ～ 13:30

予

防

接

種

BCG 5日㈬

〈通知〉
平成17年 12月生まれ
〈対象〉
6か月未満の未接種者

8日㈪

〈通知〉
平成18年 1月生まれ
〈対象〉
6か月未満の未接種者

13:00 ～ 14:00

ポリオ
17日㈪
26日㈬

〈通知〉個別通知
〈対象〉
7歳 6か月未満の未
接種者

15日㈪
24日㈬
29日㈪
30日㈫

〈通知〉個別通知
〈対象〉
7歳 6か月未満の未
接種者

13:00 ～ 14:30

栄
養
教
室

離乳食 20日㈭ 離乳食 25日㈭ 離乳食 13:45 ～ 14:00

健
康
相
談

一般健康相談 毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

毎週月曜日
健康や育児等につい
ての相談

9:30 ～ 11:30

フリー開放
（機能訓練室）

3日㈪
28日㈮

機能訓練室のフリー
開放

8日㈪
26日㈮

機能訓練室のフリー
開放

13:00 ～ 16:00

献　　　血

4月8日㈯
ミレニアシティ
オークワ

5月2日㈫ 株式会社エニシル
10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

成分及び一般献血（16～ 65歳）
65 歳以上の方は 60 ～ 64 歳の
時に1回でも経験のある方

4月27日㈭ スーパーネゴロ 5月13日㈯
ミレニアシティ
オークワ

保健事業予定表保健事業予定表
（平成18年4月、平成18年5月）

17 広報いわで　2006.4

保健推進だより
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子
育
て
教
室

　
　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

62
ー
３
３
６
２

◎
子
育
て
教
室
「
幼
児
の
応
急
手

当
講
習
会
」を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

幼
児
の
か
け
が
え
の
な
い
生
命

を
守
る
た
め
、
日
頃
起
こ
り
や
す

い
事
故
や
緊
急
時
の
対
応
に
つ
い

て
、
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
を

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

○
日
時　

平
成
18
年
4
月
18
日
㈫

   

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

○
場
所

　

那
賀
消
防
組
合
防
災
セ
ン
タ
ー

○
対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

○
定
員　

20
組

※
希
望
の
方
は
4
月
15
日
㈯
ま

で
、電
話
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

【
申
し
込
み
】

　

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

市
立
保
育
所
の
園
庭
開
放

◎
地
域
の
親
子
交
流
の
場
と
し

て
、
各
市
立
保
育
所
の
園
庭
を
開

放
し
ま
す
。

○
日
時　

毎
週　

土
曜
日

　

午
前
10
時
〜
午
前
11
時
30
分

○
場
所　

各
保
育
所　

園
庭

＊
詳
し
く
は
各
保
育
所
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
入
団
式

　
　

問
い
合
わ
せ　

総
合
体
育
館

　

平
成
18
年
度
岩
出
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
に
申
し
込
み
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
左
記
の
と
お
り
入
団
式

を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
ご
出
席

下
さ
い
。

○
日
時　

4
月
８
日
㈯

      　
　
　

午
前
9
時
集
合

      　
　
　

午
前
9
時
30
分
開
会

○
会
場　

市
民
総
合
体
育
館
ア
リ

ー
ナ

※
入
団
式
に
は
、
上
履
き
を
ご
持

参
下
さ
い
。

市
制
施
行
記
念　

第
四
回

岩
出 

舞
踊
つ
ど
い
の
会

日
時　

４
月
16
日
㈰

開
演　

午
後
12
時
30
分

場
所　

市
民
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
ホ
ー
ル
）

入
場
無
料

※
今
年
は
岩
出
市
施
行
記
念
お
祝

い
の
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

曲
数
又
演
目
も
多
彩
と
な
り
新

舞
踊
を
始
め
、
祝
舞
又
民
踊
と
盛

沢
山
の
内
容
と
な
り
、
楽
し
く
ご

覧
頂
け
る
事
と
思
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
多
数
の
ご
来
場
を
出
演
者

一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

　

62

７
３
７
４

　
　
　
　
　
　

石
田
ま
で

保
育
所
名

電
話
番
号

岩
出
保
育
所
六
二
ー
二
四
〇
二

岩
出
第
二
保
育
所
六
三
ー
〇
二
六
九

山
崎
保
育
所
六
二
ー
二
八
四
四

山
崎
北
保
育
所
六
二
ー
〇
七
三
二

根
来
保
育
所
六
二
ー
二
七
〇
一

上
岩
出
保
育
所
六
二
ー
二
八
一
四

パソコン技術教室
受講生募集
公民館係（内線 285）

第１回エクセル (初級 ) 教室

文字入力はできるがエクセル

はまったく初めて、という方

が対象です。

【内容】基本操作・文字や数字

入力・表やグラフの作成

【受講料】800 円

【日程】

６月 6・13・20・27 日㈫

午後１時 30分～３時 30分

 1 講座 4日間の受講です。

【応募資格】岩出市民の方

　　　　　　　　 (学生不可)

【定員】24名

【場所】紀泉台地区公民館

◎応募方法

 官製はがきに「第１回エク

セル ( 初級 ) 教室」・住所・氏

名・年齢・電話番号を記入の

うえ、4月 21 日 ( 必着 ) まで

に〒 649 ー 6292 岩出市西野

209 岩出市教育委員会生涯学

習課 公民館係までお申し込み

ください。なお、申込者多数

の場合、抽選となりますので

ご了承ください。

Information
暮らしの
情報

福　

祉

催　

し

　　　　　　　岩出市役所………………62-2141 ㈹
　　　　　　総合保健福祉センター…61-2400
　　　　　クリーンセンター………62-0814
　　　　市民総合体育館…………62-0370
　　　民俗資料館………………63-1499
　　岩出図書館………………62-7222
　岩出警察署………………63-0110
那賀消防組合……………61-0119
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◎
成
人
講
座

•
開
講
式
・
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン

　

日
時
＝
4
月
19
日
㈬

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

場
所
＝
岩
出
市
総
合
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
3
階　

多
目

的
ホ
ー
ル

◎
ふ
れ
あ
い
学
級

•
開
講
式

•
交
通
安
全
教
室

　

講
師
＝
岩
出
警
察
署
交
通
課 

　
　
　
　
　
　
　
　

森
田
浩
文
氏

▼
紀
泉
台
学
園

　

日
時
＝
4
月
11
日
㈫

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
紀
泉
台
地
区
公
民
館

▼
根
来
学
園

　

日
時
＝
4
月
14
日
㈮

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
根
来
地
区
公
民
館

▼
上
岩
出
学
園

　

日
時
＝
4
月
17
日
㈪

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
上
岩
出
地
区
公
民
館

▼
岩
出
学
園

　

日
時
＝
4
月
21
日
㈮

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
岩
出
地
区
公
民
館

▼
山
崎
学
園

　

日
時
＝
4
月
26
日
㈬

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
か
ら

　

場
所
＝
山
崎
地
区
公
民
館

【
問
い
合
わ
せ
】

　

生
涯
学
習
課
（
内
線
２
８
６
）

第
16
回
岩
出
市
民
テ
ニ
ス

大
会
の
お
知
ら
せ

○
日
時　

平
成
18
年
4
月
16
日
㈰

　
　
　
　

午
前
9
時
か
ら

（
雨
天
時
）
4
月
23
日
㈰

○
場
所　

根
来
総
合
運
動
広
場

　
　
　
　
　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
参
加
資
格　

岩
出
市
に
在
住
ま

た
は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方

○
参
加
費　

一
組
一
五
○
○
円

○
申
込
締
切　

4
月
10
日
㈪

○
申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　

岩
出
市
テ
ニ
ス
協
会

　

木
田
（
62―

１
８
１
９
）

　

久
保
（
62―

０
８
７
３
）

※
な
お
、
前
大
会
優
勝
者
は
、
ペ

ア
ー
を
替
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

総
合
体
育
館

ア
リ
ー
ナ
で
遊
ぼ
う
！

　

市
民
総
合
体
育
館
で
は
、
ア

リ
ー
ナ
（
大
ホ
ー
ル
）
を
一
般
開

放
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

健
康
と
体
力
の
保
持
増
進
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。

○
日
時　

４
月
22
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時
ま
で

○
種
目

　

卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
他

○
入
場
料　

無
料

○
注
意
事
項

•
ア
リ
ー
ナ
使
用
に
は
上
履
き

が
必
要
で
す
。

•
使
用
中
の
け
が
等
に
つ
い
て

は
応
急
処
置
の
み
行
い
ま
す

が
、
そ
の
他
の
責
任
は
負
い

ま
せ
ん
。

•
使
用
者
多
数
の
場
合
は
、
入

場
制
限
を
行
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

初
級
社
交
ダ
ン
ス

講
習
会
の
お
知
ら
せ

○
主
催　

岩
出
市
社
交

　
　
　
　
　
　
　

ダ
ン
ス
協
会

○
日
時　

4
月 

毎
週
水
曜
日

　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
ま
で

○
場
所　

桜
台
地
区
公
民
館

※
詳
細
は
、
岩
出
市
社
交
ダ
ン
ス

協
会　

井
内
（
携
帯
０
８
０―

３
７
７
７―

７
１
０
８
）
ま
で

　

来
る
、
5
月
3
日
㈬
〜
5
日
㈮

の
3
日
間
、
岩
出
市
根
来
の
「
若

も
の
広
場
」
に
お
い
て
、
全
国
か

ら
ペ
タ
ン
ク
愛
好
者
が
集
い
、
日

本
ペ
タ
ン
ク
協
会
主
催
で
、「
第

11
回
ペ
タ
ン
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー

プ
ン
」
が
左
記
の
と
お
り
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

今
年
は
、
岩
出
市
誕
生
の
記
念

す
べ
き
年
！
市
制
施
行
記
念
と
し

て
岩
出
市
が
後
援
し
ま
す
。

　
「
ペ
タ
ン
ク
」
っ
て
ど
ん
な
ス

ポ
ー
ツ
か
な
？
と
興
味
を
持
た
れ

ま
し
た
ら
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー

ク
は
ご
家
族
揃
っ
て
若
も
の
広
場

に
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
開
催
期
間

　

平
成
18
年
5
月
3
日
㈬

　
　
　
　
　
　

〜
５
日
㈮

○
開
会
式

　

平
成
18
年
5
月
3
日
㈬

　

午
前
9
時
00
分
〜

○
競
技
会

　

平
成
18
年
5
月
3
日
㈬

　
　

〜
5
日
㈮
午
前
9
時
30
分
〜

○
開
催
場
所

　

若
も
の
広
場
（
岩
出
市
根
来
）

※
【
岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
か
ら

の
お
知
ら
せ
】

　

岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会
で

は
、「
ペ
タ
ン
ク
・
ジ
ャ
パ
ン

オ
ー
プ
ン
」
の
開
催
等
を
機
会

と
し
て
、
ペ
タ
ン
ク
の
普
及
活

動
に
努
め
る
と
と
も
に
会
員
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
の
広
報
い
わ
で
9
月
号

で
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
第
10
回
大
会
で
は
、

全
国
か
ら
約
８
０
０
人
の
愛
好

家
が
参
加
。
岩
出
町
は
も
と
よ

り
全
国
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
参

加
が
あ
り
、
大
会
は
盛
会
に
終

始
し
ま
し
た
。

　

大
会
後
に
新
た
に
加
入
さ
れ

た
皆
様
も
含
め
、
今
年
の
大
会

を
目
指
し
て
楽
し
く
練
習
し
て

い
ま
す
。
興
味
を
お
持
ち
の
方

は
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

練
習
日
等
は
次
の
と
お
り
で

す
。

☆
⑴
月
・
水
・
金
の

　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
11
時

　
　

東
公
園
プ
ー
ル
東
側
広
場

　

⑵
火
・
木
・
土
の

　
　
　
　
　
　

午
前
9
時
〜
11
時

　
　

大
宮
神
社
前
広
場

☆
問
い
合
わ
せ

　

岩
出
市
ペ
タ
ン
ク
協
会

　
　

辻
内　

電
話
62
ー
５
７
８
４

祝  

岩
出
市 

市
制
施
行
記
念

「
第
11
回 

ペ
タ
ン
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
」
開
催
!!

生
涯
学
習

ス
ポ
ー
ツ

暮らしの情報
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岩
出
市
男
女
共
同
参
画

推
進
員
募
集
！

　

岩
出
市
で
は
、
す
べ
て
の
人
が

誇
り
を
持
ち
、
心
と
経
済
的
な
豊

か
さ
を
共
感
し
、
安
心
し
て
い
き

い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
の
推
進
活

動
に
自
主
的
に
協
力
し
て
く
だ
さ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
岩
出
市
男
女

共
同
参
画
推
進
員
」
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◎
資
格

①
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

②
男
女
共
同
参
画
に
関
心
が
あ

り
、
自
主
的
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
し
て
く
だ
さ
る
方

◎
申
込
方
法

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

職
業
、
電
話
番
号
、
動
機
を
記

入
の
う
え
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◎
締
切

　

平
成
18
年
4
月
28
日
㈮
ま
で

◎
活
動
内
容

①
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
活

動
の
企
画

②
情
報
の
収
集
や
提
供

③
広
報
紙
（
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
）

の
作
成

④
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
協
力
や
啓

発
活
動

◎
活
動
期
間

依
頼
状
を
交
付
し
た
日
か
ら
平

成
19
年
3
月
31
日
ま
で
の
期

間
。

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

岩
出
市
役
所　

市
長
公
室

〒
６
４
９

６
２
９
２

　

岩
出
市
西
野
２
０
９
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

62

２
１
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

63

５
２
２
９

Ｅ
メ
ー
ル

koushitsu@
city.iw

ade.
w
akayam

a.jp

防
衛
庁 

幹
部
候
補
生
等

採
用
試
験
の
ご
案
内

 

防
衛
庁
自
衛
隊
で
は
、
平
成
18

年
度
幹
部
候
補
生
等
の
募
集
を
行

い
ま
す
。

◎
募
集
種
目

•
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
（
パ

イ
ロ
ッ
ト
要
員
含
む
）

•
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

◎
受
検
資
格

•
一
般
・
技
術
幹
部
候
補
生
（
パ

イ
ロ
ッ
ト
要
員
含
む
）

　

20
歳
以
上
（
22
歳
未
満
は
大
卒

者
（
見
込
み
含
む
）
26
歳
未
満

•
歯
科
・
薬
剤
科
幹
部
候
補
生

　

歯
科=

専
門
の
大
学
卒
（
見

込
み
）
で
20
歳
以
上
30
歳
未

満

　

薬
剤
科=

専
門
の
大
学
卒

（
見
込
み
）
で
20
歳
以
上
26

歳
未
満

◎
受
付
期
間

　

平
成
18
年
4
月
3
日
㈪

　
　
　
　
　
　

〜
5
月
12
日
㈮

◎
一
次
試
験

平
成
18
年
5
月
20
日
㈯
・
21
日

㈰
（
21
日
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
要

員
の
み
）

◎
説
明
会

•
時
期

平
成
18
年
4
月
9
日
㈰
・
4
月

30
日
㈰
午
前
10
時
00
分
〜
午
後

4
時
00
分
の
間
（
随
時
）

•
場
所

　

和
歌
山
市
美
園
町
５
丁
目

　
　
　

１
番
地
2
新
橘
ビ
ル
２
Ｆ

　

和
歌
山
募
集
案
内
所

行
政
相
談
開
設
の

お
知
ら
せ

日
時　

4
月
27
日
㈭

   　
　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー　

金
池
92
番
地

電
話　

岩
出
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

63

３
２
４
６
㈹

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
か
ら

お
知
ら
せ

　
4
月
11
日
㈫
午
後
1
時
か
ら
午
後

4
時
ま
で
人
権
相
談
所
を
開
設
！

　

―
相
談
内
容
等
―

　

女
性
や
子
ど
も
、
高
齢
者
に
関

す
る
人
権
相
談
を
は
じ
め
、
差
別

的
取
扱
い
、
暴
行
・
虐
待
、
い
じ

め
、い
や
が
ら
せ
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

侵
害
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
侵
害

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
場
所
】

岩
出
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
ii
セ
ン
タ
ー
・
金
池
92
番
地
）

　

☎
63

３
２
４
６
㈹

納税は便利で確
実な口座振替制
度をご利用くだ
さい。
口座振替制度のお問

い合わせは

税務課納税係まで

☎ 62-2141 内線 151

軽自動車税
納 期

平成 18 年度軽自
動車税の納期限は、
５月１日㈪です。
　期日に遅れない
ようお納めくださ
い。

　身体障害者手帳又は療育手帳等をお持ちの方が一定の要件に該当する場合、又は、構造が専ら身体
障害者等の利用に供するための軽自動車等を所有（使用）している方は、4月 24日㈪（納期限前 7日）
までに申請することによって軽自動車税が減免されます。
　なお、受付は平成 18年 4月 3日㈪より行います。
　詳しくは、税務課軽自動車税係（62-2141　内線 143）までお問い合わせください。

軽自動車税減免のお知らせ

募　

集

相　

談

暮らしの情報
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こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村から転入してきたとき 印鑑
職場の健康保険の資格がなくなったとき 印鑑、職場の健康保険資格喪失証明書

（資格喪失日の分かる書面）職場の健康保険の被扶養者でなくなったとき
子どもが生まれたとき 印鑑、保険証
生活保護を受けなくなったとき 印鑑、保護廃止決定通知書

▼国保にはいるとき
〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ ん な と き 必 要 な も の
他の市町村に転出するとき 印鑑
職場の健康保険にはいったとき

印鑑、国保と健保の両方の保険証
職場の健康保険の被扶養者になったとき
国保の被扶養者が死亡したとき 印鑑、保険証
生活保護を受けるようになったとき 印鑑、保険証、保護開始決定通知書

▼国保をやめるとき

こ ん な と き 必 要 な も の
退職者医療制度の対象になったとき 印鑑、保険証、年金証書
町内で住所が変わったとき

印鑑、保険証世帯主や氏名が変わったとき
世帯が分かれたり、いっしょになったとき
修学のため、別に住所を定めるとき 印鑑、保険証、在学証明書
保険証を失くしたり、汚れてつかえなくなったとき 印鑑、身分を証明するもの（使えなくなった保険証）

▼その他の届け出

職場の健康保険の資格がなくなった場合…
国保の資格は、職場の健康保険がなくなった日からとなります。
また国保税納付も国保の資格を得た月からですので届出がおくれないようにしま
しょう。おくれると、さかのぼって納めなければなりません。!気をつけましょう !

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

〈
届
け
出
に
必
要
な
も
の
〉

こ
ん
な
と
き
は

こ
ん
な
と
き
は

◎
対
象
と
な
る
方

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
で
、
次
の
条
件
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
方
（
退
職
被
保
険
者
本

人
）
と
そ
の
被
扶
養
者
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

①
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

い
な
い
方
。

②
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
組
合
な

ど
（
国
民
年
金
は
除
く
）
の
老

齢
（
退
職
）
年
金
を
受
け
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
年
金
制
度
の
加

入
期
間
が
20
年
以
上
（
ま
た
は

40
歳
以
降
の
加
入
期
間
が
10
年

以
上
）
あ
る
方
。

　

右
記
に
該
当
し
て
い
る
方
で
、

年
金
を
も
ら
う
手
続
き
を
す
る
と

年
金
証
書
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
の

で
、
年
金
証
書
・
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
・
印
鑑
を
ご
持
参
の

う
え
、
14
日
以
内
に
国
保
係
へ
届

け
出
て
下
さ
い
。

　

岩
出
市
で
は
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
で
出
産
を
予
定
し
て

い
る
方
の
出
産
資
金
を
必
要
と
す

る
世
帯
主
に
、
そ
の
資
金
を
貸
し

付
け
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◎
貸
付
対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者(

加

入
者)

の
う
ち
、
次
に
掲
げ
る
い

ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す
る
被
保

険
者
の
方
が
あ
り
、
出
産
育
児
一

時
金
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
世
帯
主
に
限
り
ま
す
。

⑴
一
か
月
以
内
に
、
出
産
を
予
定

し
て
い
る
方

⑵
妊
娠
85
日
以
上
で
、
医
療
機
関

等
か
ら
出
産
に
要
す
る
費
用
の

請
求
を
受
け
て
い
る
方
、
ま
た

は
、
既
に
そ
の
費
用
を
支
払
っ

た
方

◎
貸
付
額

　

出
産
育
児
一
時
金
支
給
見
込
額

（
30
万
円
）
の
5
分
の
4
を
限
度

と
し
ま
す
。

◎
貸
付
利
息　

無
利
息

◎
貸
付
申
し
込
み

　

資
金
の
貸
し
付
け
を
受
け
よ
う

と
す
る
世
帯
主
は
、
申
込
書
に
次

の
い
ず
れ
か
に
定
め
る
書
類
を
添

付
し
て
、
国
保
係
の
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

⑴
出
産
予
定
日
前
1
か
月
以
内
で

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

⑵
妊
娠
85
以
上
で
あ
る
こ
と
を
証

明
す
る
書
類
及
び
医
療
機
関
等

か
ら
の
出
産
に
要
す
る
費
用
の

内
訳
が
記
載
さ
れ
た
請
求
書
ま

た
は
領
収
書

退
職
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
出
産
費
資
金
貸
付
事
業
の
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
か
ら
お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
か
ら
お
知
ら
せ

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
年
金
課
国
保
係
（
電
話　

62
ー
２
１
４
１　

内
線
１
９
２
・
１
９
３
）

暮らしの情報

国
保
の
窓
口
へ
14
日
以
内
に

届
け
出
ま
し
ょ
う
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㈶
和
歌
山
県
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
日
常
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ

ま
な
人
権
問
題
に
つ
い
て
気
づ
い
た

こ
と
や
学
ん
だ
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に

県
内
の
学
校
に
通
う
児
童
・
生
徒
を

対
象
に
平
成
17
年
7
月
1
日
か
ら
9

月
５
日
ま
で
の
間
、
作
文
を
募
集
し

ま
し
た
。

　

８
，
６
７
３
点
の
応
募
作
文
の
内
、

入
選
作
品
が
60
点
あ
り
ま
し
た
。

　

岩
出
町
か
ら
10
名
の
方
が
入
選
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
4
月
か
ら
10
回
に

わ
け
て
紹
介
し
ま
す
。

優
秀
作
品

言
葉
は
心
の
か
が
み

　

根
来
小
学
校　

３
年 

石い
し
と
び飛 

ま
み

(

学
年
は
入
選
当
時
の
学
年
で
す
。)

「
う
る
さ
い
な
。
ば
か
。
し
ょ
う
こ

も
な
い
の
に
言
わ
ん
と
い
て
。」

　

こ
れ
は
、
わ
た
し
が
、
お
兄
ち
ゃ

ん
と
け
ん
か
を
し
た
と
き
に
よ
く
言

う
言
葉
で
す
。
は
ら
が
た
っ
て
、
は

ら
が
た
っ
て
、
し
ょ
う
が
な
い
か
ら

で
す
。
ま
た
、
友
だ
ち
が
、

「
ば
ー
か
、
ち
れ
。」、「
で
ぶ
。」、

「
あ
ー
、
そ
う
で
す
か
。
そ
れ
が
ど

う
し
た
ん
。」、「
き
も
ー
。」、「
な

ん
な
、
う
る
さ
い
ば
ば
あ
。」、「
地

ご
く
へ
落
ち
ろ
。」
な
ど
と
言
っ
て
、

言
い
あ
い
し
て
い
る
の
を
見
か
け
ま

す
。
そ
ば
に
い
る
わ
た
し
が
い
や
ー

な
気
も
ち
に
な
る
ぐ
ら
い
だ
か
ら
、

言
わ
れ
た
友
だ
ち
の
心
に
は
、
ナ
イ

フ
が
ぐ
さ
ー
っ
と
つ
き
さ
さ
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
わ
た
し
に
わ
る
い

言
葉
を
言
わ
れ
た
お
兄
ち
ゃ
ん
の
心

も
同
じ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

は
ん
た
い
に
、
う
れ
し
く
て
う
れ

し
く
て
元
気
の
で
る
言
葉
が
あ
り
ま

す
。「
ま
み
、も
う
ち
ょ
っ
と
や
で
。」、

「
が
ん
ば
れ
、
が
ん
ば
れ
。」、「
す

ご
い
な
、
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
や

ん
。」
な
ど
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
さ
か
上
が
り
が
は
じ

め
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
い
っ
し
ょ

う
け
ん
め
い
れ
ん
習
す
る
け
れ
ど
、

な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
い

や
な
気
も
ち
に
な
っ
て
こ
ま
っ
て
い

た
と
き
に
、
友
だ
ち
が
か
け
て
く
れ

た
言
葉
で
す
。
い
ろ
ん
な
友
だ
ち
に

お
う
え
ん
し
て
も
ら
い
、
い
ろ
ん
な

友
だ
ち
に
こ
つ
を
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
れ
で
、
や
っ
と
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
と
き
、
と
っ
て
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
今
で
は
、
て
つ
ぼ

う
が
大
す
き
で
す
。

　

薬
に
な
る
言
葉
も
あ
り
ま
す
。

チ
ャ
イ
ム
が
な
っ
た
の
で
、
う
ん
動

場
か
ら
教
室
に
帰
る
と
き
、
石
に
つ

ま
ず
い
て
こ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

足
の
お
さ
ら
の
と
こ
ろ
を
す
り
む
い

て
あ
り
ま
し
た
。
す
る
と
、
友
だ
ち

が
す
ぐ
に
か
け
よ
っ
て
き
て
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。」

と
、
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
友

だ
ち
の
言
葉
は
、
ど
ん
な
薬
よ
り
も

よ
く
き
き
ま
す
。
わ
た
し
も
、
一
り

ん
車
に
の
っ
て
い
る
と
き
、
友
だ
ち

が
こ
け
た
の
で
、

「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
。」

と
、
声
を
か
け
て
あ
げ
ま
し
た
。

　

わ
た
し
に
は
、
大
の
な
か
よ
し
の

友
だ
ち
が
い
ま
す
。
家
が
近
い
の
で
、

い
っ
し
ょ
に
よ
く
遊
び
ま
す
。
で
も
、

け
ん
か
も
よ
く
し
ま
す
。
け
ん
か
を

し
た
あ
と
、
し
ば
ら
く
し
ー
ん
と
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
ど

ち
ら
か
が
ひ
と
こ
と
、

「
ご
め
ん
ね
。」

と
、
言
い
ま
す
。
す
る
と
、
も
う
ひ

と
り
が
、

「
い
い
よ
。」

と
言
っ
て
、
す
ぐ
に
な
か
な
お
り
し

ま
す
。
道
と
く
の
時
間
に
、「
一
つ

の
言
葉
で
」
と
い
う
詩
を
べ
ん
強
し

ま
し
た
。
わ
た
し
は
、こ
の
詩
の
「
一

つ
の
言
葉
で
仲
な
お
り
」
と
い
う
と

こ
ろ
が
一
番
す
き
で
す
。
友
だ
ち
と

は
、
け
ん
か
を
し
て
も
、
い
つ
ま
で

も
大
の
な
か
よ
し
で
い
た
い
で
す
。

　

や
さ
し
い
言
葉
は
、
や
さ
し
い
心

か
ら
生
ま
れ
ま
す
。
や
さ
し
い
言
葉

を
か
け
て
い
る
と
き
は
、
心
の
中
は

や
さ
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
わ
る

い
言
葉
を
言
っ
て
る
と
き
は
、
心
の

中
は
む
か
つ
く
気
も
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
言
葉
は
心
の
か
が
み
で
す
。

大
切
に
つ
か
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

や
さ
し
い
言
葉
を
い
っ
ぱ
い
か
け

て
、
友
だ
ち
を
い
っ
ぱ
い
ふ
や
し
て

い
き
た
い
で
す
。

差
別
を
な
く
す

啓
発
作
文
入
選
作
品

土地・家屋価格等縦覧帳簿
による縦覧について

　納税者本人が自己の所有する土地・家屋の評価が適正か
どうかを判断できるよう、土地・家屋の評価額等を記載し
た縦覧帳簿を見ることができます。ただし、縦覧帳簿を複
写して交付することはできません。
縦覧期間　4月 3日㈪～ 5月 31日㈬
　　　　（ただし、土曜日、日曜日、祝日等は除く）
縦覧時間　午前 8時 45分～午後 5時 30分
縦覧場所　税務課
縦覧ができる人
・固定資産税の納税者本人又は本人の委任を受けた者
（土地の納税者は土地について、家屋の納税者は家屋につ
いて縦覧できます。）
縦覧申請に必要なもの
・納税者本人の場合
 　本人確認のできる運転免許証・健康保険証等、印鑑
・代理人の場合
 　本人確認のできる運転免許証・健康保険証等、
 　押印された委任状、印鑑
手数料　無料

固定資産課税台帳の閲覧について
　納税義務者等が、固定資産税の課税内容を確認するため
1年間を通じて固定資産課税台帳の閲覧をすることができ
ます。
閲覧ができる人
・固定資産税の納税義務者
・納税義務者の委任を受けた者
・借地人・借家人等
閲覧申請に必要なもの
・納税者本人の場合
　本人確認のできる運転免許証・健康保険証等、印鑑
・借地人・借家人等
　本人確認のできる運転免許証・健康保険証等
　権利の資格を確認できる書類、印鑑
・代理人の場合
　本人確認のできる運転免許証・健康保険証等
　押印された委任状、印鑑
手数料　有料（200 円）ただし、縦覧期間中に限り、閲覧
手数料は無料となります。
※平成 18 年度の固定資産税納税通知書は、5月に発送し
ます。

暮らしの情報
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日　　程 時　　　間 内　　　容

1 日㈯ 10:00 ～ 10:30 開館式・テープカット式

2 日㈰ 10:30 ～
13:30 ～

オープニング記念映画会
　第１部（子ども向け）
　第２部（一般向け）

4 日㈫ 10:30 ～
13:30 ～

おはなしドロップス（おはなし会）
　第１部（3歳以上対象）
　第２部（小学生 1・2年生対象）

7 日㈮ 10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 16:00

岩出おし花クラブによる「体験！おし花でしおりづくり」
岩出図書館カウンターでお申し込みください。

8 日㈯ 13:30 ～
岩出図書館開館記念講演会
　「絵本のこころ　こどものこころ」
　講師：草谷桂子さん

待望の図書館が 4月 1日に開館しました。
たくさんのイベントを開催いたしますので、みなさんお越しください。

寄 贈寄 贈
　たくさんの市民の皆様から、図書をご寄贈いただきました。市　たくさんの市民の皆様から、図書をご寄贈いただきました。市
民の皆様に広くご利用いただけるよう活用させていただきます。民の皆様に広くご利用いただけるよう活用させていただきます。
ありがとうございました。ありがとうございました。
　その他、岩出図書館竣工記念として、植栽樹 ( うばめがし・イ　その他、岩出図書館竣工記念として、植栽樹 ( うばめがし・イ
ヌマキ )、時計等をご寄贈いただきました。ありがとうございまヌマキ )、時計等をご寄贈いただきました。ありがとうございま
した。した。
　紙上をもって厚くお礼申し上げます。　紙上をもって厚くお礼申し上げます。

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

岩出図書館・駅前ライブラリー・総合保健福祉センター図書室

４月のカレンダー

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30

中央公民館図書館・上岩出地区公民館図書室

印は休館日です

☆本はひとり５冊まで２週間借りることができます。
☆AV資料はおひとり３点まで１週間借りられます。
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図書館へ行こう!
本や行事についてのお問い合わせは電話でどうぞ！

岩出図書館
（根来 1472 番地の 1）☎ 62-7222
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町の人口と世帯（平成 18年 2月末日現在）　総人口 51,348 人　男 24,856 人　女 26,492 人　世帯数 18,916

岩出図書館  ４月１日㈯  午前10時 30分オープン

岩出図書館　岩出市根来 1472-1　℡ 62-7222

開 館 時 間　10:00 ～ 19:00

休　館　日　木曜日・館内整理日・毎月末日・祝日翌日

読書を楽しむ  至福のひととき読書を楽しむ  至福のひととき

※午前 10時から開館式


